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は
じ
め
に

　
「
三
韓
征
伐
」
を
中
心
に
構
成
さ
れ
る
神
功
皇
后
伝
説
は
、『
古
事
記
』『
日

本
書
紀
』
を
は
じ
め
と
す
る
歴
史
書
や
風
土
記
に
採
録
さ
れ
て
以
降
、
政
治
・

社
会
・
文
化
の
あ
り
方
や
対
外
情
勢
に
規
定
さ
れ
つ
つ
、
現
代
に
至
る
ま
で

様
々
に
読
み
替
え
ら
れ
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
近
世
に
お
け
る
神
功
皇
后
伝
説

（
以
下
、
伝
説
と
略
す
場
合
も
あ
る
）
の
受
容
史
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
に
、
書
物
の
中
の
神
功
皇
后
像
を
体
系
的
・
時
系
列
的
に
把
握
す
る
こ
と
を

試
み
る
。

　

伝
説
の
受
容
を
め
ぐ
る
研
究
は
分
野
を
超
え
て
取
り
組
ま
れ
て
き
た
。
近
代

化
論
や
国
民
国
家
論
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
を
背
景
に
、
一
九
九
〇
年
代

以
降
に
は
、
明
治
期
に
お
け
る
神
功
皇
后
の
政
治
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
浮
上
）
1
（

や

韓
国
併
合
の
歴
史
的
前
提
と
し
て
、
前
近
代
に
お
け
る
伝
説
の
広
範
な
流
布
が

関
心
を
集
め
た
。
と
く
に
日
朝
関
係
史
や
日
本
人
の
朝
鮮
観
研
究
で
は
、
三
韓

征
伐
伝
説
は
、
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
や
明
治
初
期
の
征
韓
論
、
韓
国
併
合
へ

と
連
な
る
朝
鮮
侵
略
の
歴
史
的
起
点
で
あ
り
、
国
民
心
性
と
し
て
「
朝
鮮
蔑
視

観
」
を
根
付
か
せ
た
神
話
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
）
2
（

。
こ
れ
ら
で
は
、
元
寇
後

に
成
立
し
た
『
八
幡
愚
童
訓
』（
後
述
）
が
伝
説
を
読
み
替
え
る
中
で
新
た
に

付
加
し
た
、
皇
后
が
新
羅
国
王
を
「
日
本
ノ
犬
」
と
表
現
す
る
「
朝
鮮
蔑
視
」

的
な
逸
話
が
、
近
世
に
は
知
識
人
の
朝
鮮
論
か
ら
庶
民
の
文
芸
・
演
劇
に
い
た

る
様
々
な
媒
体
を
通
し
て
、
日
本
人
の
朝
鮮
観
に
影
を
落
と
し
た
こ
と
が
強
調

さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
で
は
、
韓
国
併
合
を
想
起
さ
せ
る
事
例
を
た
ど
る

予
定
調
和
的
な
手
法
が
と
ら
れ
や
す
く
、「
朝
鮮
蔑
視
観
」
の
問
題
に
の
み
議

論
を
帰
着
さ
せ
る
単
線
的
な
歴
史
理
解
に
限
界
が
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
宗
教

史
や
民
俗
学
か
ら
は
、
神
功
皇
后
へ
の
安
産
・
成
育
信
仰
の
事
例
が
報
告
さ
れ

て
お
り
、「
武
人
」
や
「
侵
略
」
だ
け
で
な
く
、「
母
」
や
「
安
産
」
の
イ
メ
ー

ジ
も
あ
っ
た
）
3
（

。
さ
ら
に
古
代
文
学
研
究
か
ら
は
、
古
代
・
中
世
に
お
い
て
さ
え

対
朝
鮮
観
の
問
題
と
し
て
の
み
伝
説
を
理
解
す
る
の
は
不
十
分
と
指
摘
さ
れ
て

書
物
に
み
る
近
世
神
功
皇
后
像
の
形
成
と
変
容

相
　
良
　
海
香
子
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い
る
）
4
（

。
そ
れ
ゆ
え
、
朝
鮮
観
や
植
民
地
主
義
的
発
想
に
必
ず
し
も
括
ら
れ
な
い

多
様
な
文
脈
を
念
頭
に
、
近
世
お
け
る
広
範
な
「
読
み
」
を
再
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
美
術
史
や
表
象
文
化
研
究
で
は
、
明
治
初
期
の
企
業
公
債
や
肖
像
紙

幣
に
描
か
れ
た
神
功
皇
后
像
が
注
目
さ
れ
、
比
較
の
観
点
か
ら
近
世
に
言
及
さ

れ
て
い
る
）
5
（

。
た
だ
し
、
部
分
的
言
及
に
と
ど
ま
り
、
包
括
的
・
時
系
列
的
な
分

析
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
近
世
に
お
け
る
伝
説
の
受
容
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
書

物
を
素
材
に
神
功
皇
后
像
の
総
体
的
・
時
系
列
的
な
解
明
を
試
み
る
。
近
世
は

出
版
文
化
が
隆
盛
し
、
購
入
・
貸
借
・
筆
写
を
通
し
て
各
地
に
書
物
が
広
ま
り
、

情
報
と
知
が
大
衆
化
さ
れ
た
「
書
物
の
時
代
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
書
物
は
、

読
者
層
や
流
通
圏
の
広
さ
か
ら
受
容
者
の
階
層
性
・
地
域
性
の
問
題
を
あ
る
程

度
克
服
で
き
る
と
と
も
に
）
6
（

、
そ
の
挿
絵
に
は
出
版
当
時
の
流
行
や
読
者
の
嗜
好

性
、
地
域
的
特
性
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
）
7
（

。
こ
れ
ら
の
点
に
着
目
し
、
本
稿
で

は
主
に
庶
民
層
向
け
に
作
成
さ
れ
た
教
養
・
娯
楽
系
の
書
物
を
対
象
に
、
近
世

の
人
々
が
神
功
皇
后
に
つ
い
て
抱
い
て
い
た
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
、
時
期
ご

と
の
変
容
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
書
物
の
ジ
ャ
ン
ル
や
出
版
文
化
の
状
況
に
留

意
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

　

本
論
で
用
い
る
史
料
は
、
近
世
刊
本
の
集
成
や
）
8
（

、
資
料
機
関
、
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
）
9
（

を
活
用
し
て
収
集
し
、
神
功
皇
后
の
記
事
を
掲
載
す
る
書
物
を
計
二
二
四
件

得
た
。
こ
れ
ら
を
も
と
に
、
近
世
前
中
期
（
一
七
〜
一
八
世
紀
頃
）、
近
世
後

期
〜
近
代
初
頭
（
一
八
世
紀
末
〜
一
九
世
紀
頃
）
に
分
析
時
期
を
設
定
し
段
階

的
な
検
討
を
行
う
。
以
下
、
第
一
章
で
は
議
論
の
前
提
と
し
て
、
中
世
の
神
功

皇
后
像
と
、
近
世
に
お
け
る
神
功
皇
后
に
関
す
る
知
識
の
普
及
状
況
を
把
握
す

る
。
そ
の
上
で
第
二
章
で
は
近
世
前
期
〜
中
期
を
、
第
三
章
で
は
近
世
後
期
〜

近
代
初
頭
を
対
象
に
、
出
版
文
化
の
状
況
を
背
景
に
、
ど
の
よ
う
な
ジ
ャ
ン
ル

に
い
か
な
る
神
功
皇
后
像
が
み
え
る
か
を
検
討
す
る
。

　

な
お
本
稿
で
は
、「
神
功
皇
后
像
」
と
い
う
語
を
書
物
に
現
れ
た
神
功
皇
后

の
イ
メ
ー
ジ
を
指
す
も
の
と
し
て
用
い
、
表
象
分
析
を
中
心
に
論
じ
る
。
ま
た
、

全
体
的
・
時
系
列
的
な
把
握
が
目
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
個
々
の
作
品
の
性
格

や
作
者
の
問
題
等
に
つ
い
て
詳
細
な
分
析
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
は
予
め
断
っ

て
お
き
た
い
。

第
一
章
　
議
論
の
前
提
│
中
世
神
功
皇
后
像
と

　
　
　
　
近
世
に
お
け
る
知
識
と
し
て
の
普
及

　

本
章
で
は
、『
日
本
書
紀
）
10
（

』（
以
下
『
書
紀
』）
の
仲
哀
天
皇
紀
・
神
功
皇
后

摂
政
前
紀
か
ら
伝
説
を
確
認
し
た
上
で
、
中
世
に
お
け
る
神
功
皇
后
像
を
把
握

す
る
。
加
え
て
、
近
世
以
降
に
神
功
皇
后
に
関
わ
る
知
識
の
普
及
状
況
を
検
討

す
る
こ
と
で
、
本
論
の
前
提
と
し
た
い
。

第
一
節
　
伝
説
の
概
要
と
中
世
に
お
け
る
展
開

　

神
功
皇
后
の
夫
・
仲
哀
天
皇
は
、
筑
紫
国
で
熊
襲
討
伐
中
に
財
宝
豊
か
な
新

羅
国
へ
出
兵
す
る
よ
う
神
託
が
降
る
が
、
従
わ
ず
に
急
死
し
た
。
そ
の
時
臨
月
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に
あ
っ
た
皇
后
は
、
胎
児
に
帰
国
し
た
ら
生
ま
れ
る
よ
う
言
い
聞
か
せ
出
船
す

る
。
皇
后
軍
が
起
こ
し
た
高
波
に
恐
れ
た
新
羅
や
高
麗
・
百
済
の
諸
王
侯
は
毎

年
日
本
に
朝
貢
す
る
こ
と
を
約
束
し
降
服
す
る
。
帰
国
後
、
皇
后
は
筑
紫
で
誉

屋
別
皇
子
（
後
の
応
神
天
皇
）
を
出
産
す
る
。
翌
年
、
皇
子
の
異
母
兄
の
麛
坂

王
・
忍
熊
王
が
謀
叛
を
起
こ
す
も
大
臣
・
武
内
宿
祢
の
軍
勢
に
敗
れ
る
。
そ
の

後
群
臣
ら
は
皇
后
を
皇
太
后
に
立
て
た
、
と
い
う
の
が
伝
説
の
大
筋
で
あ
る
。

　

そ
の
後
室
町
時
代
に
か
け
て
、
朝
廷
支
配
に
属
さ
な
い
集
団
と
の
関
係
や
対

外
情
勢
の
中
で
伝
説
は
度
々
想
起
さ
れ
）
11
（

、
宗
教
・
思
想
・
文
学
の
影
響
を
受
け

つ
つ
読
み
替
え
ら
れ
た
）
12
（

。
元
寇
に
尽
力
し
た
と
す
る
八
幡
大
菩
薩
の
霊
験
を
語

る
石
清
水
八
幡
宮
の
『
八
幡
愚
童
訓　

甲
本
』（
以
下
『
愚
童
訓
』）
は
そ
の
代

表
作
で
、
蒙
古
襲
来
の
前
史
に
三
韓
征
伐
を
位
置
づ
け
た
。
そ
こ
で
は
、
三
韓

征
伐
は
日
本
に
侵
攻
し
仲
哀
を
殺
害
し
た
こ
と
に
対
す
る
報
復
譚
と
さ
れ
、
皇

后
が
「
新
羅
国
ノ
王
ハ
日
本
ノ
犬
也
」
と
表
明
し
た
逸
話
が
付
加
さ
れ
る
な
ど

新
た
な
脚
色
が
加
え
ら
れ
た
。

　

中
世
の
神
功
皇
后
像
を
う
か
が
え
る
視
覚
メ
デ
ィ
ア
に
、
八
幡
信
仰
の
布
教

を
目
的
に
作
成
さ
れ
た
八
幡
縁
起
絵
巻
が
あ
る
。
前
半
は
神
功
皇
后
の
三
韓
征

伐
が
、
後
半
は
応
神
天
皇
が
八
幡
大
菩
薩
と
し
て
祀
ら
れ
る
経
緯
を
描
い
た
も

の
で
、
甲
乙
二
種
類
の
系
統
が
あ
り
、
乙
類
に
は
『
愚
童
訓
』
の
影
響
が
み
ら

れ
る
）
13
（

。
こ
れ
ら
は
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
主
に
写
本
で
流
布
し
、
第
二
・
三

章
で
み
る
近
世
書
物
に
も
影
響
し
た
。

　

神
功
皇
后
が
出
る
前
半
部
分
は
、
仲
哀
が
新
羅
よ
り
襲
来
し
た
「
塵
輪
」
と

の
戦
闘
で
死
亡
し
（
乙
類
の
み
）、
遺
勅
に
よ
り
三
韓
へ
出
兵
、
そ
の
途
中
遭

遇
し
た
住
吉
大
明
神
や
、
潮
の
干
満
を
操
る
旱
珠
満
珠
を
献
上
し
た
「
磯
童
」

ら
の
援
助
で
、
新
羅
軍
を
壊
滅
さ
せ
戦
勝
の
碑
文
を
刻
み
、
帰
国
後
に
筑
前
国

の
産
屋
で
応
神
天
皇
を
出
産
す
る
と
い
う
展
開
で
あ
る
。
ま
た
甲
乙
類
と
は
別

系
統
で
、
高
良
大
社
所
蔵
『
高
良
大
社
縁
起
』
な
ど
四
種
の
掛
幅
式
縁
起
絵
が

九
州
に
残
る
）
14
（

。
甲
乙
類
と
の
違
い
の
一
つ
は
、
皇
后
が
出
兵
前
に
肥
前
国
松
浦

川
で
行
っ
た
「
ア
ユ
釣
り
占
い
」
と
筑
前
国
橿
日
浦
で
行
っ
た
「
髪
占
い
」
と

い
う
、『
書
紀
』
の
逸
話
を
も
と
に
し
た
図
像
が
み
え
る
点
で
あ
る
。

　

中
世
に
作
成
さ
れ
た
以
上
の
縁
起
絵
（
巻
）
の
共
通
点
は
、
神
功
皇
后
を
平

時
は
十
二
単
の
女
房
装
束
姿
に
、
戦
時
は
大
鎧
（
平
安
末
期
〜
室
町
時
代
の
甲

冑
）
を
着
た
男
性
的
な
武
者
姿
に
描
き
分
け
る
こ
と
で
あ
る
）
15
（

。『
愚
童
訓
』
は

三
韓
征
伐
を
、
戦
に
不
慣
れ
で
武
装
が
不
似
合
い
な
皇
后
が
胎
児
＝
応
神
天
皇

＝
八
幡
神
の
神
力
を
借
り
て
勝
利
す
る
物
語
と
し
て
描
き
、
神
功
皇
后
像
は
母

性
的
・
女
性
的
側
面
が
強
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
16
（

。
縁
起
絵
（
巻
）
に
お
け
る

服
飾
の
描
き
分
け
も
、
こ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
が
影
響
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
そ
の
後
近
世
に
か
け
て
八
幡
縁
起
絵
を
継
承
し
た
書
物
に
は
、
奈
良

絵
本
の
『
八
幡
の
本
地
）
17
（

』
や
『
武
家
繫
昌
）
18
（

』、
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
刊
行

の
絵
入
版
本
『
八
幡
愚
童
訓
）
19
（

』
が
あ
り
、
中
世
の
伝
統
的
な
素
材
・
表
現
が
継

承
さ
れ
て
い
る
。

第
二
節
　
近
世
に
お
け
る
知
識
と
し
て
の
普
及
状
況

　

具
体
的
な
人
物
像
の
検
討
に
入
る
前
に
、
近
世
に
お
け
る
神
功
皇
后
に
関
す

る
知
識
の
普
及
状
況
を
、
節
用
集
と
い
う
字
書
と
年
代
記
と
い
う
歴
史
書
を
中
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心
に
み
て
い
き
た
い
。
な
お
、
表
１

に
は
本
稿
で
扱
う
神
功
皇
后
関
連
の
記
事

や
挿
絵
を
掲
載
す
る
書
物
を
、
顕
著
な
ジ
ャ
ン
ル
に
限
定
し
て
時
期
ご
と
の
件

数
を
整
理
し
た
。
適
宜
参
照
さ
れ
た
い
。

（
１
）
節
用
集
の
変
遷
と
神
功
皇
后

　

節
用
集
と
は
、
中
世
後
期
（
一
五
世
紀
）
に
誕
生
し
た
イ
ロ
ハ
・
意
義
検
索

の
用
字
集
で
あ
る
。
当
初
は
知
識
人
層
向
け
で
あ
っ
た
が
、
一
七
世
紀
前
後
か

ら
商
業
的
に
出
版
さ
れ
始
め
る
と
、
購
買
者
層
を
拡
げ
る
た
め
の
工
夫
が
重
ね

ら
れ
る
。
寛
文
期
頃
か
ら
大
衆
化
傾
向
を
み
せ
、
収
録
語
彙
は
通
俗
用
語
へ
変

化
・
増
加
し
、
六
〇
〇
種
ほ
ど
が
刊
行
さ
れ
た
）
20
（

。
節
用
集
は
ま
さ
に
、
通
俗
・

教
養
レ
ベ
ル
で
の
語
彙
を
知
り
得
る
指
標
と
い
え
る
。
本
稿
の
調
査
で
は
神
功

皇
后
関
連
記
事
を
（
字
書
収
録
語
彙
、
付
録
記
事
、
も
し
く
は
両
方
に
）
載
せ

る
節
用
集
を
計
八
二
種
得
た
。
以
下
で
は
、
字
書
本
文
に
い
つ
・
ど
の
よ
う
に

し
て
神
功
皇
后
と
い
う
語
彙
が
定
着
す
る
か
を
た
ど
る
。

　

中
世
節
用
集
で
は
、
室
町
時
代
中
期
に
成
立
し
た
古
本
『
節
用
集
）
21
（

』
と
、
永

禄
八
年
（
一
五
六
五
）
以
降
成
立
の
『
経
亮
本
節
用
集
）
22
（

』
が
該
当
す
る
。
前
者

に
お
い
て
は
「
神
馬
草
」
と
い
う
語
の
説
明
文
中
に
、
後
者
で
は
「
脇
楯
」
の

説
明
文
中
と
「
人
名
」
の
項
目
に
神
功
皇
后
が
み
え
、
最
も
早
い
時
期
の
事
例

と
い
え
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
以
降
近
世
前
期
ま
で
の
節
用
集
に
は
管
見
の
限
り

確
認
で
き
な
か
っ
た
。

　

一
七
世
紀
半
ば
に
収
録
語
彙
数
が
増
加
す
る
傾
向
に
伴
い
、
寛
文
五
年
（
一

六
六
五
）
刊
行
の
『
真
草
二
行
節
用
集
）
23
（

』（
京
都
・
武
村
三
良
兵
衛
）
に
お
い
て
、

表１　神功皇后関連の記事・挿絵を掲載する特徴的なジャンル一覧

節用集
（収録語彙）

年代記（冊子／
節用集等付録）

年代記
（公家鑑付録）

女訓書 武者絵本 名所図会
往来物

（歴史系）
軍記物・
絵本読本

中世～
近世前期
（17世紀）

10 6 0 3 0 0 0 1

近世中期
（18世紀）

30 20 0 11 9 2 3 0

近世後期
～明治初期
（19世紀）

25 16 28 7 8 4 22 6

総　計 65 42 28 21 17 6 25 7
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「
神
宮
皇
后
」
が
「
し
」
部
門
に
現
れ
る
。
そ
れ
以
降
近
世
全
時
期
に
わ
た
り

収
録
語
彙
に
定
着
し
、
本
稿
の
調
査
で
は
明
治
初
期
ま
で
計
六
五
種
に
確
認
で

き
た
。「
し
」
部
門
に
は
他
に
、
聖
徳
太
子
や
慈
覚
、
慈
恵
、
釈
迦
、
親
鸞
聖

人
と
い
っ
た
仏
教
関
係
の
人
名
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
中
世
節
用
集
を
継
承

し
た
も
の
で
、
そ
こ
に
新
た
に
神
功
皇
后
が
加
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

貞
享
・
元
禄
期
以
降
は
、
多
種
多
様
な
節
用
集
が
販
売
さ
れ
た
。
な
か
で
も
、

頭
書
や
巻
頭
・
巻
末
に
付
録
と
し
て
記
事
や
挿
絵
を
掲
載
し
た
形
態
は
顕
著
で
、

そ
れ
ら
に
も
神
功
皇
后
は
登
場
す
る
。
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
刊
行
『
頭
書

大
益
節
用
集
）
24
（

』（
京
都
・
津
田
宗
智
、
山
本
五
兵
衛
）
の
頭
書
に
は
、
収
録
用

語
の
「
神
功
皇
后
」
に
つ
い
て
、「
八
幡
の
御
母
な
り
四
月
十
五
日
崩
」
と
解

説
さ
れ
る
。
さ
ら
に
同
四
年
『
頭
書
大
広
益
節
用
集
）
25
（

』（
京
都
・
鍵
屋
善
兵
衛
）

の
付
録
記
事
に
は
皇
后
が
「
ア
ユ
釣
り
占
い
」
を
す
る
挿
絵
が
掲
載
さ
れ
、
同

六
年
『
大
海
節
用
和
国
宝
蔵
）
26
（

』
の
付
録
記
事
で
あ
る
年
代
記
で
は
、
歴
代
天
皇

の
な
か
で
「
十
五
代　

神
功
皇
后
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
一
八

世
紀
初
頭
か
ら
、
女
性
の
教
養
に
特
化
し
た
節
用
集
が
刊
行
さ
れ
る
中
、
宝
永

六
年
（
一
七
〇
九
）
初
刊
『
女
節
用
集
罌
粟
嚢
家
宝
大
成
）
27
（

』（
江
戸
・
須
原
屋

茂
兵
衛
、
大
坂
・
秋
田
屋
市
兵
衛
）
に
は
、
付
録
「
女
武
者
物
語
絵
抄
」
で
日

本
の
「
女
武
者
」
の
筆
頭
に
神
功
皇
后
が
絵
入
り
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
挿
絵

や
年
代
記
、
女
訓
書
に
つ
い
て
は
後
述
）。

　

付
録
記
事
の
充
実
化
が
進
む
一
方
で
、
宝
暦
期
頃
よ
り
、
付
録
を
掲
載
せ
ず

に
実
用
性
・
簡
易
性
を
志
向
し
た
早
引
節
用
集
が
登
場
す
る
。
イ
ロ
ハ
・
読
み

仮
名
数
検
索
で
語
彙
を
厳
選
し
た
も
の
で
、
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
の
山
下

重
政
『
宝
暦
新
撰　

早
引
節
用
集
』（
江
戸
・
西
村
源
六
、
大
坂
・
渋
川
与
一
・

村
上
伊
兵
衛
）
以
降
広
汎
な
利
用
者
を
獲
得
し
、
明
治
期
に
至
っ
て
も
簡
便
な

節
用
集
と
し
て
人
気
を
博
し
た
）
28
（

。
同
書
を
は
じ
め
、
宝
暦
八
年
『
袖
中
節
用

集
）
29
（

』（
大
坂
・
鳥
飼
市
兵
衛
ほ
か
一
書
肆
、
江
戸
・
結
崎
次
郎
兵
衛
）
や
明
和

七
年
（
一
七
七
〇
）『
早
引
節
用
集
）
30
（

』（
松
本
・
白
木
屋
与
兵
衛
）
等
、
明
治
期

ま
で
計
二
五
種
に
神
功
皇
后
を
確
認
し
た
。
廉
価
か
つ
小
型
で
実
用
的
な
早
引

節
用
集
に
も
収
録
さ
れ
た
こ
と
は
、
経
済
的
下
層
の
人
々
に
も
身
近
な
知
識
で

あ
っ
た
こ
と
を
推
測
で
き
る
。

　

以
上
、
節
用
集
の
大
衆
化
傾
向
に
伴
い
神
功
皇
后
が
収
録
語
彙
に
定
着
す
る

過
程
を
明
ら
か
に
し
た
。
寛
文
期
頃
に
定
着
し
て
以
降
、
一
般
的
な
種
類
・
形

態
の
み
な
ら
ず
、
一
八
世
紀
以
降
は
女
子
用
節
用
集
や
早
引
節
用
集
に
も
収
録

さ
れ
た
こ
と
は
、
男
女
問
わ
ず
幅
広
い
層
の
人
々
が
日
常
的
に
検
索
・
参
照
す

る
語
句
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

（
２
）
年
代
記
に
み
る
歴
史
的
教
養
知
識
と
し
て
の
伝
説

　

次
に
、
神
功
皇
后
が
登
場
す
る
節
用
集
の
付
録
記
事
の
事
例
と
し
て
、
年
代

記
に
着
目
し
た
い
。
歴
史
上
の
事
件
・
人
物
を
年
代
順
に
記
述
し
た
も
の
で
、

公
的
な
六
国
史
か
ら
私
的
な
史
書
ま
で
古
代
か
ら
編
纂
さ
れ
て
き
た
。
近
世
に

は
商
業
的
に
出
版
さ
れ
、
冊
子
体
や
一
枚
摺
の
単
体
に
と
ど
ま
ら
ず
、
節
用
集

や
公
家
鑑
の
付
録
記
事
に
も
組
み
込
ま
れ
る
。
本
稿
の
調
査
で
は
、
単
体
・
付

録
記
事
い
ず
れ
か
で
計
七
〇
種
を
得
た
。

　

慶
長
一
六
年
（
一
六
一
一
）
の
『
和
漢
皇
統
編
年
合
運
図
』（
円
智
編
）
や
、
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幕
府
儒
官
・
林
鵞
峰
に
よ
る
『
日
本
王
代
一
覧
』
を
先
駆
に
、
歴
代
天
皇
を
扱

う
年
代
記
一
般
に
お
い
て
、
神
功
皇
后
は
「
人
皇
十
五
代
」、
す
な
わ
ち
歴
代

天
皇
一
五
代
目
の
治
世
を
担
っ
た
人
物
と
さ
れ
て
い
る
。『
日
本
王
代
一
覧
』

は
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
に
和
文
版
が
刊
行
さ
れ
、
民
間
で
刊
行
さ
れ
る
年

代
記
に
影
響
し
、
元
禄
期
頃
か
ら
は
挿
絵
入
も
登
場
す
る
。

　

日
本
史
の
「
入
口
」
と
し
て
、
ま
た
「
参
照
系
」
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て

い
た
年
代
記
に
挿
絵
が
加
わ
る
こ
と
で
、
読
者
は
視
覚
情
報
と
し
て
歴
史
を
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
た
）
31
（

。
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）『
新
補
倭
年
代
記
絵
章
）
32
（

』（
京

都
・
伊
賀
屋
久
兵
衛
ほ
か
一
書
肆
、
大
坂
・
伊
丹
屋
太
良
右
衛
門
、
江
戸
・
伏

見
屋
兵
左
衛
門
）
は
、
現
在
確
認
で
き
る
最
初
期
の
絵
入
年
代
記
で
、
神
代
か

ら
元
禄
五
年
三
月
ま
で
を
扱
う
。
歴
代
天
皇
記
に
は
「
十
五
代　

神
功
皇
后
」

と
み
え
る
。
皇
后
の
経
歴
を
記
し
た
本
文
は
概
ね
『
書
紀
』
の
要
約
で
、
こ
れ

は
他
の
年
代
記
と
同
様
で
あ
る
。
同
書
の
挿
絵
は
三
枚
で
、
一
枚
目
は
「
ア
ユ

釣
り
占
い
」
図
、
二
枚
目
は
「
髪
占
い
」
図
、
三
枚
目
は
大
魚
に
囲
ま
れ
た
皇

后
の
軍
船
を
目
撃
し
て
逃
げ
る
新
羅
国
の
兵
士
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

以
降
の
年
代
記
な
ど
の
書
物
に
は
、
右
の
挿
絵
と
類
似
し
た
図
像
が
多
数
確
認

で
き
る
。

　

冊
子
体
の
登
場
以
降
、
節
用
集
に
も
絵
入
を
含
む
年
代
記
が
組
み
込
ま
れ
て

い
く
。
先
述
の
『
大
海
節
用
和
国
宝
蔵
』
は
頭
書
に
年
代
記
を
設
け
、
神
功
皇

后
の
挿
絵
は
『
新
補
倭
年
代
記
絵
章
』
の
「
ア
ユ
釣
り
占
い
」
図
像
と
相
似
す

る
。
ま
た
、
日
本
版
武
将
伝
『
本
朝
百
人
武
将
伝
）
33
（

』（
宝
永
七
年
、
一
七
一
〇
刊
、

大
坂
・
野
村
調
兵
衛
、
京
都
・
荒
川
源
兵
衛
）
の
頭
書
付
録
「
大
日
本
国
王
年

代
記
」
の
挿
絵
は
『
新
補
倭
年
代
記
絵
章
』
の
三
枚
目
の
挿
絵
と
類
似
す
る
。

先
行
す
る
年
代
記
の
模
倣
・
流
用
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
で
、
記
述
・
挿
絵
双

方
に
共
通
の
型
が
生
み
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
当
時
の
通
俗
・
教
養
レ
ベ
ル
の
歴
史
知
識
を
掲
載
す
る
年

代
記
に
神
功
皇
后
に
関
す
る
知
識
や
視
覚
情
報
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
伝
説
が

庶
民
に
も
日
用
的
な
教
養
知
と
し
て
受
容
さ
れ
、
人
物
像
が
共
有
さ
れ
て
い
た

と
想
定
で
き
る
。
次
章
以
下
で
は
、
本
節
で
み
た
知
識
と
し
て
の
普
及
状
況
を

ふ
ま
え
て
、
具
体
的
な
神
功
皇
后
像
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

第
二
章
　
近
世
前
中
期
の
書
物
に
み
え
る
神
功
皇
后
像

　

本
章
で
は
、
一
七
〜
一
八
世
紀
に
神
功
皇
后
関
係
の
記
事
が
よ
く
み
ら
れ
る

ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
、
女
訓
書
と
武
者
絵
本
を
扱
う
。
な
お
、
主
眼
は
当
該
期
に

始
ま
る
特
徴
を
捉
え
る
こ
と
に
あ
る
た
め
、
近
世
後
期
に
み
ら
れ
る
場
合
で
も

そ
の
作
品
に
適
宜
言
及
し
て
い
る
。

第
一
節
　
女
訓
書

　

近
世
に
は
じ
つ
に
数
千
種
の
女
子
向
け
書
物
が
刊
行
さ
れ
、
し
ば
し
ば
神
功

皇
后
が
登
場
し
た
。
最
初
期
の
日
本
版
列
女
伝
で
神
功
皇
后
を
取
り
上
げ
た
も

の
に
、『
本
朝
女
鑑
）
34
（

』（
以
下
『
女
鑑
』）
が
あ
る
。
仮
名
草
子
作
家
・
浅
井
了

意
の
作
品
で
、
寛
文
元
年
（
一
六
六
〇
）
に
京
都
・
西
村
又
左
衛
門
か
ら
板
行

さ
れ
た
。
商
業
出
版
が
本
格
化
し
、
中
国
と
の
差
異
化
を
模
索
し
た
日
本
版
の
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列
女
伝
が
作
ら
れ
る
中
で
、『
女
鑑
』
や
寛
文
八
年
刊
の
黒
沢
弘
忠
『
本
朝
列

女
伝
』
は
そ
の
嚆
矢
に
あ
た
る
。『
本
朝
列
女
伝
』
巻
一
〇
「
神
女
伝
」、
お
よ

び
『
女
鑑
』
巻
一
「
賢
明
」
は
神
功
皇
后
伝
を
立
て
て
お
り
、
近
世
前
期
に
は

日
本
を
代
表
す
る
列
女
と
み
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

さ
て
、『
女
鑑
』
の
古
代
か
ら
戦
国
期
の
女
性
計
八
五
名
の
事
蹟
を
徳
目
ご

と
に
紹
介
し
た
一
〜
一
〇
巻
の
う
ち
、
巻
一
の
「
賢
明
」
部
門
に
は
神
功
皇
后

や
衣
通
媛
、
上
野
形
名
妻
、
檀
林
皇
后
、
北
条
政
子
ら
が
み
え
、「
知
恵
か
し

こ
く
」「
才
智
並
び
な
し
」
と
い
っ
た
表
現
が
多
用
さ
れ
る
。
近
世
の
刊
本
と

し
て
は
最
初
期
に
神
功
皇
后
の
挿
絵
を
掲
載
し
た
も
の
で
も
あ
り
、
後
年
に
刊

行
さ
れ
る
書
物
・
絵
画
と
も
共
通
点
が
多
い
た
め
、
ま
ず
そ
の
特
徴
を
お
さ
え

た
い
。

（
１
）『
本
朝
女
鑑
』
の
神
功
皇
后
伝

　
『
女
鑑
』
に
お
け
る
叙
述
全
体
の
基
底
は
『
書
紀
』
で
、
所
々
に
『
愚
童
訓
』

や
『
太
平
記
』
を
参
照
し
創
作
を
加
え
て
い
る
）
35
（

。
例
え
ば
、
熊
襲
討
伐
や
三
韓

征
伐
は
神
託
で
は
な
く
皇
后
自
ら
が
天
皇
に
進
言
し
た
と
す
る
読
み
替
え
は
、

「
賢
明
」
伝
と
の
整
合
性
を
は
か
る
た
め
と
い
え
る
。
朝
廷
に
背
い
た
熊
襲
を

「
夷
の
千
嶋
の
国
」、
す
な
わ
ち
蝦
夷
地
の
異
民
族
に
措
定
す
る
の
も
独
自
の
設

定
で
あ
る
。
ま
た
、
三
韓
を
降
服
さ
せ
皇
后
が
盤
石
の
表
面
に
「
新
羅
高
麗
百

済
の
大
王
は
わ
か
日
本
の
犬
な
り
」
と
刻
む
中
世
発
生
の
場
面
が
採
用
さ
れ
る

一
方
で
、
麛
坂
王
・
忍
熊
王
の
謀
反
を
武
内
宿
祢
軍
が
鎮
圧
す
る
、『
書
紀
』

に
あ
り
中
世
に
は
あ
ま
り
受
容
さ
れ
な
い
場
面
も
記
さ
れ
る
。『
書
紀
』
を
基

軸
に
中
世
作
品
等
を
取
捨
選
択
し
物
語
の
充
実
化
を
は
か
る
手
法
は
、
後
述
の

書
物
と
共
通
す
る
。

　

次
に
、『
女
鑑
』
に
掲
載
さ
れ
た
神
功
皇
后
の
挿
絵
二
枚
を
み
る
。
こ
れ
ら

の
皇
后
は
い
ず
れ
も
大
鎧
姿
で
、
男
性
家
臣
を
従
え
て
い
る
。
一
枚
目
は
『
書

紀
』
の
逸
話
の
「
ア
ユ
釣
り
占
い
」
図
、
二
枚
目
は
軍
船
上
の
皇
后
に
向
か
っ

て
陸
上
か
ら
三
韓
王
が
降
服
す
る
図
で
あ
る
。
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
中

世
の
神
功
皇
后
像
は
、
非
戦
闘
場
面
で
は
女
房
装
束
、
三
韓
出
兵
で
は
大
鎧
を

着
る
男
性
的
服
飾
が
特
徴
で
あ
っ
た
。
一
方
『
女
鑑
』
で
は
、
戦
闘
・
非
戦
闘

場
面
に
か
か
わ
ら
ず
大
鎧
姿
で
描
か
れ
て
お
り
、
後
述
す
る
後
世
の
ほ
と
ん
ど

の
書
物
や
錦
絵
も
同
じ
で
あ
る
。
大
鎧
を
ま
と
い
男
性
家
臣
を
従
え
る
「
女
武

者
」
神
功
皇
后
像
が
、
こ
の
時
期
に
は
確
立
し
て
い
た
と
い
え
る
。

（
２
）
女
訓
書
の
な
か
の
神
功
皇
后
像

　
『
女
鑑
』
以
降
多
種
多
様
な
女
訓
書
で
神
功
皇
后
は
特
集
さ
れ
、
本
稿
の
調

査
で
は
計
二
一
点
に
確
認
で
き
た
。
そ
れ
ら
で
は
、「
本
朝
」
を
代
表
す
る
「
女

武
者
」「
名
女
」「
賢
女
」
で
、
男
性
に
比
肩
す
る
知
力
・
武
功
や
政
治
的
手
腕

を
も
つ
女
性
と
し
て
称
賛
さ
れ
て
い
る
。

　

特
集
の
例
を
あ
げ
る
と
、
前
掲
の
宝
永
六
年
初
刊
『
女
節
用
集
罌
粟
嚢
家
宝

大
成
』
お
よ
び
そ
の
増
補
改
訂
版
で
あ
る
宝
暦
一
二
年
（
一
七
六
二
）『
女
節

用
集
文
字
嚢
）
36
（

』（
大
坂
・
河
内
屋
八
兵
衛
ほ
か
一
書
肆
）
の
各
付
録
「
女
武
者

物
語
絵
抄
」、
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
往
来
物
『
靚
粧
宿
直　

百
人
一
首
至

宝
袋
）
37
（

』（
大
坂
・
泉
屋
喜
太
郎
）
の
付
録
「
本
朝
三
賢
女
」、
宝
暦
一
三
年
『
教
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訓
躾
方
・
頭
書
絵
抄
・
当
流
女
諸
礼　

女
今
川
姫
鏡
）
38
（

』（
京
都
・
菊
屋
七
郎
兵
衛
）

の
付
録
「
和
国
名
女
」、
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）『
錦
葉
百
人
一
首　

女
宝
大

全
）
39
（

』（
名
古
屋
・
永
楽
屋
東
四
郎
、
江
戸
・
蔦
屋
重
三
郎
）
の
付
録
「
和
国
賢

女
絵
伝
」
等
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、「
女
武
者
」
の
筆
頭
に
神
功
皇
后
を
掲
げ
る
『
女
節
用
集
罌
粟

嚢
家
宝
大
成
』
の
「
女
武
者
物
語
絵
抄
」
を
例
に
検
討
し
た
い
。
冒
頭
は
「
か

い
く
は
天
王
（
＝
開
化
天
皇
、
引
用
者
注
。
以
下
同
）
の
御
ひ
ま
ご
仲
永
の
大

君
の
御
む
す
め
に
て
仲
哀
天
皇
の
御
き
さ
き
也
」「
幼
く
ま
し
ま
せ
し
時
よ
り

御
か
た
ち
世
に
す
ぐ
れ
。
お
ん
ち
え
い
た
り
て
さ
か
し
く
よ
く
み
ち
を
を
こ
な

ひ
給
ふ
」
と
皇
后
の
家
系
と
容
貌
・
性
質
に
つ
い
て
『
書
紀
』
に
基
づ
く
描
写

が
み
え
る
。
続
く
「
然
る
に
え
ぞ
が
嶋
（
＝
蝦
夷
地
）
よ
り
御
つ
ぎ
物
を
そ
む

き
て
奉
ら
ざ
り
け
れ
ば
天
皇
大
に
い
か
り
給
ひ
。
大
将
く
ま
を
そ
（
＝
熊
襲
）

と
い
ふ
者
を
討
た
ん
と
て
」
の
部
分
に
は
、
前
項
（
１

）
で
み
た
『
女
鑑
』
独

自
の
設
定
の
影
響
が
う
か
が
え
る
。
三
韓
征
伐
に
つ
い
て
は
、「
皇
后
は
武
の

内
の
す
く
ね
と
御
く
は
だ
て
有
て
其
あ
た
（
＝
仇
）
を
ほ
う
じ
す
く
に
高
麗
を

し
た
が
へ
給
へ
は
。
新
羅
百
済
の
王
も
と
も
に
出
来
り
て
日
本
に
し
た
が
ひ
み

つ
ぎ
物
を
奉
る
べ
し
と
か
う
さ
ん
仕
り
た
り
」
と
、
夫
・
仲
哀
の
仇
討
譚
と
さ

れ
て
い
る
。
仇
討
と
し
て
三
韓
征
伐
を
読
み
替
え
る
点
は
『
愚
童
訓
』
と
同
様

だ
が
、「
女
武
者
物
語
絵
抄
」
が
他
に
も
田
道
妻
、
形
名
妻
、
北
条
政
子
、
和

泉
三
郎
妻
、
巴
御
前
、
楠
正
行
の
母
等
、
亡
き
主
人
の
た
め
に
戦
闘
に
出
た
り

賢
明
な
行
動
を
と
っ
た
女
性
を
収
録
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
特
集
の
文
脈
に

合
致
す
る
設
定
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
「
女
武
者
物
語
絵
抄
」
は
、
夫
の
敵
討
と
い
う
女
訓
の
文
脈
に

適
し
た
読
み
替
え
を
行
っ
て
い
た
。
ま
た
、『
書
紀
』
を
ベ
ー
ス
に
し
つ
つ
、

皇
后
の
家
系
や
性
質
、
三
韓
征
伐
の
経
緯
を
略
記
す
る
形
式
や
、
挿
絵
に
「
ア

ユ
釣
り
占
い
」
の
図
を
用
い
る
と
こ
ろ
な
ど
に
、
年
代
記
や
『
女
鑑
』
と
の
共

通
性
を
指
摘
で
き
る
。

　

さ
ら
に
女
訓
書
に
特
有
の
語
り
と
し
て
は
、
神
功
皇
后
を
例
に
読
者
に
向
け

て
女
性
で
あ
っ
て
も
卑
下
し
た
り
軽
蔑
し
て
は
な
ら
な
い
と
戒
め
る
教
訓
が
み

ら
れ
る
。
北
村
季
吟
の
万
治
四
年
（
一
六
六
一
）『
女
郎
花
物
語
）
40
（

』（
京
都
・
中

野
小
左
衛
門
）
下
巻
は
、
皇
后
の
事
績
を
述
べ
た
後
、「
な
べ
て
女
は
は
か
な

く
つ
た
な
き
物
と
の
み
、
み
づ
か
ら
お
も
ひ
く
た
す
べ
か
ら
ず
、
心
を
だ
に
も

ち
ひ
侍
ら
は
、
い
か
で
か
お
と
こ
に
こ
と
な
る
べ
き
」
と
い
う
。
ほ
ぼ
同
じ
文

は
宝
暦
六
年
の
西
川
祐
信
画
『
女
教
文
鑑　

雛
鶴
百
人
一
首
花
文
選
）
41
（

』（
江
戸
・

鱗
形
屋
孫
兵
衛
）
の
付
録
「
日
本
人
略
伝　

貞
女
の
部
」
に
も
み
え
る
。
ま
た

文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
の
往
来
物
『
最
明
寺
殿
仮
名
式
目
）
42
（

』（
葛
飾
北
斎
画
）

で
は
「
女
な
れ
ば
と
て
い
や
し
む
べ
か
ら
ず
天
照
太
神
は
女
体
に
て
ま
し
ま
す

又
神
功
は
玉
姫
に
て
后
と
現
じ
給
ひ
し
か
ど
も
新
羅
国
を
攻
従
へ
給
ふ
」
と
い

う
。

　

さ
ら
に
、
神
功
皇
后
を
筆
頭
に
武
勇
や
貞
操
に
長
け
た
賢
婦
を
描
い
た
宝
暦

七
年
の
月
岡
雪
鼎
画
『
女
武
勇
粧
競
）
43
（

』（
大
坂
・
大
野
木
市
兵
衛
）
は
、
巻
頭

序
文
に
お
い
て
「
や
ま
と
島
根
ハ
婦
徳
の
す
ぐ
れ
た
る
丈
夫
に
劣
ら
ず
さ
あ
り

と
て
牝
鶏
旦
す
る
の
た
ぐ
ひ
に
し
も
あ
ら
ず
」
と
、
日
本
婦
人
は
徳
が
高
く
男

性
に
劣
ら
ず
、
儒
教
経
典
の
『
書
経
』
に
み
え
る
「
牝
鶏
晨
す
」、
す
な
わ
ち
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女
性
が
男
性
に
か
わ
っ
て
権
力
を
握
る
こ
と
で
災
い
を
招
く
よ
う
な
こ
と
が
な

い
こ
と
を
強
調
す
る
。
そ
れ
は
、「
艶
色
を
以
て
国
を
傾
け
奸
悪
に
し
て
主
を

陥
の
類
」
が
多
い
異
国
と
は
違
い
、
日
本
女
性
は
「
夫
に
倣
ふ
て
三
徳
を
兼
備

せ
る
」
た
め
で
あ
る
と
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
言
説
は
、
例
え
ば
工
藤
平
助
の
娘
・
只
野
真
葛
が
『
独
考
』（
文

化
一
四
年
（
一
八
一
七
）
成
立
）
の
中
巻
に
お
い
て
、
天
照
大
神
に
つ
づ
き
神

功
皇
后
や
紫
式
部
の
名
を
あ
げ
て
、「
女
た
り
と
も
、
な
ど
か
心
を
起
こ
さ
ゞ

ら
め
や
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
近
世
に
生
き
る
女
性
を
鼓
舞
す
る
「
先
例
」

と
し
て
実
際
に
受
容
さ
れ
て
い
た
）
44
（

。
男
性
作
者
に
よ
る
一
方
的
な
言
説
に
と
ど

ま
る
女
訓
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
女
訓
書
の
神
功
皇
后
像
は
、
甲
冑
を
着
て
戦
う
強
く
賢
い

「
女
武
者
」
と
し
て
表
象
さ
れ
、
女
性
の
能
力
へ
の
軽
視
に
対
す
る
戒
め
・
教

訓
を
も
生
み
出
し
、
実
際
に
女
性
が
自
己
同
一
化
す
る
対
象
と
な
っ
て
い
た
。

た
だ
し
同
時
に
、
夫
の
敵
討
と
し
て
三
韓
征
伐
が
解
釈
さ
れ
、「
心
を
だ
に
も

ち
ひ
侍
ら
は
、
い
か
で
か
お
と
こ
に
こ
と
な
る
べ
き
」
や
「
夫
に
倣
ふ
て
三
徳

を
兼
備
せ
る
」
と
い
わ
れ
た
よ
う
に
、
男
性
を
基
準
・
前
提
と
し
た
女
性
評
価

で
あ
っ
た
こ
と
に
は
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
男
性
に
ま
さ
る
才
知
・
武
功
を
称

賛
す
る
言
説
と
、
あ
く
ま
で
も
男
性
の
存
在
を
前
提
と
す
る
価
値
観
と
の
微
妙

な
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
、
女
訓
書
の
神
功
皇
后
像
は
成
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

第
二
節
　
武
者
絵
本

　
「
女
武
者
」
神
功
皇
后
像
は
、
武
者
の
姿
や
戦
闘
場
面
を
描
い
た
武
者
絵
本

に
も
人
気
の
素
材
と
し
て
登
場
し
、
明
治
期
ま
で
長
く
出
版
さ
れ
続
け
た
。
そ

の
類
別
は
、
武
者
の
図
像
集
「
武
者
尽
く
し
」
類
、
合
戦
の
顛
末
を
描
く
「
合

戦
物
」、
武
者
の
伝
記
「
一
代
記
物
」
に
大
き
く
分
か
れ
）
45
（

、
神
功
皇
后
が
登
場

す
る
の
は
「
武
者
尽
く
し
」
で
、
本
稿
の
調
査
で
は
計
一
七
種
を
確
認
し
た
。

同
時
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
武
者
は
、
素
戔
嗚
尊
や
日
本
武
尊
以
下
男
性
が
占
め

る
。

　

神
功
皇
后
を
扱
っ
た
最
も
早
い
時
期
の
作
品
に
、
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）

の
山
本
序
周
作
・
橘
有
税
画
『
絵
本
故
事
談
）
46
（

』（
江
戸
・
須
原
屋
茂
兵
衛
、大
坂
・

大
野
木
市
兵
衛
）
が
あ
る
。
序
文
に
は
「
善
行
ヲ
記
シ
テ
以
テ
之
ヲ
読
ス
ハ
則

善
以
テ
遷
ル
ベ
ク
悪
以
テ
懲
ラ
ス
ベ
シ
」
と
あ
り
、
勧
善
懲
悪
的
な
教
育
観
が

示
さ
れ
る
。
巻
一
収
録
の
「
神
功
皇
后
」
に
は
、「
天
王
の
讎あ
だ

熊
襲
を
亡
給
ひ

幷
に
新
羅
百
済
高
麗
を
打
し
た
が
へ
ん
」
と
、
夫
の
仇
討
と
し
て
熊
襲
討
伐
と

三
韓
征
伐
を
行
っ
た
と
し
て
、
序
文
の
勧
善
懲
悪
的
な
価
値
観
に
適
合
す
る
解

釈
に
な
っ
て
お
り
、
前
節
で
み
た
女
訓
書
と
も
共
通
す
る
。

　
「
武
者
尽
く
し
」
類
に
は
教
育
目
的
以
外
に
も
、
絵
手
本
と
し
て
の
性
格
の

も
の
が
幕
末
ま
で
刊
行
さ
れ
た
。
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
の
橘
守
国
画
『
絵

本
写
宝
袋
）
47
（

』（
大
坂
・
渋
川
清
右
衛
門
）
は
序
文
に
お
い
て
、
作
画
に
は
「
規
矩
」

や
「
画
本
」
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
、
絵
手
本
で
あ
る
こ
と
を
謳
っ
て
い
る
。

巻
二
の
「
武
将
勇
士
之
図
」
の
う
ち
、「
脇
楯
始
」
の
項
目
に
は
鉢
巻
と
大
袖
・

草
摺
・
脇
楯
・
大
刀
を
身
に
着
け
、
軍
配
を
手
に
す
る
皇
后
と
、
傍
に
跪
く
武

内
宿
祢
の
図
が
あ
る
。
ま
た
別
項
の
「
神
功
皇
后
」
に
は
、「
三
韓
の
軍
に
勝

た
ま
ふ
と
き
弰
に
て
大
石
に
文
字
を
書
き
た
ま
ふ
図
」
と
い
う
説
明
通
り
に
、
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兜
を
被
る
大
鎧
姿
の
皇
后
が
馬
上
か
ら
弓
で
石
面
に
文
字
を
刻
む
図
が
み
え
る
。

こ
れ
ら
に
は
装
飾
の
模
様
が
繊
細
に
描
き
込
ま
れ
て
い
る
上
に
、
構
図
や
配
置

は
シ
ン
プ
ル
で
印
象
的
で
あ
り
、
ま
さ
に
絵
手
本
に
ふ
さ
わ
し
い
。
三
韓
王
の

降
服
を
描
い
た
他
の
武
者
絵
本
に
は
、
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
の
西
川
祐
信

『
絵
本
勇
武
鑑
』（
京
都
・
菊
屋
喜
兵
衛
）
や
、
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
の
寺

井
尚
房
『
絵
本
勇
名
草
』（
大
坂
・
岡
田
三
郎
右
衛
門
）、
歌
川
国
直
『
絵
本
武

者
袋
』（
江
戸
・
頂
恩
堂
本
屋
又
助
）
等
が
あ
る
。

　

ま
た
、
絵
手
本
目
的
の
武
者
絵
本
に
は
、
神
功
皇
后
と
武
内
宿
祢
を
ペ
ア
で

描
く
挿
絵
も
多
く
み
ら
れ
、
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
の
鳥
居
清
長
『
絵
本
武

智
袋
』（
江
戸
・
伊
勢
屋
治
助
）
や
、
有
名
な
も
の
で
は
葛
飾
北
斎
の
天
保
七

年
（
一
八
三
六
）『
絵
本
武
蔵
鐙
』、同
一
二
年
『
名
頭
武
者
部
類
』
が
あ
る
。『
絵

本
武
蔵
鐙
』
は
見
開
き
の
図
で
、
弓
で
岩
面
に
文
字
を
描
く
皇
后
を
、
武
内
が

見
上
げ
る
姿
勢
で
配
置
さ
れ
、
岩
面
に
は
「
金
甲
六
具
を
滞
し
て
其
動
自
在
に

屈
伸
骨
格
を
失
わ
ず
」
と
描
画
の
指
南
書
き
が
み
え
る
）
48
（

。
ま
た
『
名
頭
武
者
部

類
』
に
は
、
そ
れ
よ
り
も
小
さ
く
簡
略
化
さ
れ
た
皇
后
と
武
内
の
画
像
が
み
え

る
）
49
（

。
次
節
で
整
理
す
る
よ
う
に
、
神
功
皇
后
像
に
一
定
の
類
型
を
確
認
で
き
る

の
は
、
絵
手
本
に
採
録
さ
れ
た
こ
と
も
大
き
い
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

第
三
節
　
近
世
前
中
期
に
お
け
る
神
功
皇
后
図
像
の
類
型

　

こ
こ
ま
で
の
検
討
を
ふ
ま
え
て
本
節
で
は
、
近
世
前
中
期
に
顕
著
な
神
功
皇

后
図
像
の
類
型
と
し
て
次
の
三
点
を
指
摘
し
た
い
。
な
お
表
２

に
は
、
本
稿
の

調
査
で
得
ら
れ
た
計
一
三
九
件
の
図
像
史
料
の
主
な
類
型
を
、
便
宜
的
に
Ａ
〜

表２　挿絵の主な類型

Ａ．
出兵前
（神事／
宝珠献上等）

Ｂ．
アユ
釣り
占い

Ｃ．
髪占い

Ｄ．
軍船

（出兵／
帰国）

Ｅ．
戦闘

Ｆ．
三韓
王の
降服

Ｇ．
二王
反乱

Ｈ．
帰国後

（出産／皇太
后即位等）

Ｉ．
神功・武内
（従臣）／＋
応神天皇

Ｊ．
神功
皇后
単身

総計

近世前期
（17世紀）

7 6 2 3 5 4 0 1 1 0 29

近世中期
（18世紀）

1 18 3 6 0 4 0 0 7 3 42

近世後期
（19世紀）

5 6 1 5 6 14 3 5 17 6 68

総計 13 30 6 14 11 22 3 6 25 9 139
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Ｊ
と
し
て
整
理
し
た
。

　

第
一
は
、
中
世
の
絵
巻
に
み
え
る
伝
統
的
な
素
材
・
表
現

を
継
承
し
た
類
型
で
あ
る
。
Ｄ
「
軍
船
（
出
兵
／
帰
国
）」（
図

１

）、
Ｅ
「
戦
闘
」（
図
２

）、
Ｆ
「
三
韓
王
の
降
服
」（
図
３

）

が
そ
れ
に
あ
た
り
、
Ｆ
は
と
り
わ
け
絵
手
本
的
性
格
の
武
者

絵
本
に
多
い
こ
と
は
前
節
で
述
べ
た
。
絵
手
本
と
し
て
、
皇

后
の
骨
格
や
甲
冑
・
武
具
を
明
瞭
か
つ
躍
動
的
に
表
現
す
る

た
め
に
、
こ
れ
ら
の
場
面
が
適
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

　

第
二
は
、
近
世
に
始
ま
る
特
徴
で
、
寛
文
期
頃
か
ら
一
八

世
紀
に
か
け
て
、
Ｂ
「
ア
ユ
釣
り
占
い
」（
図
４

）
が
多
く

み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。「
ア
ユ
釣
り
占
い
」
伝
説
の
受
容

に
つ
い
て
は
拙
稿
で
論
じ
た
た
め
詳
述
し
な
い
が
）
50
（

、
本
稿
の

挿
絵
調
査
で
は
最
多
数
の
三
〇
件
を
確
認
し
て
お
り
、
一
八

世
紀
を
ピ
ー
ク
に
節
用
集
や
年
代
記
、
女
訓
書
、
武
者
絵
本

と
幅
広
く
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
て
皇
后

の
ア
イ
コ
ン
と
し
て
定
着
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
樹
木

を
背
景
に
、
水
辺
や
岸
に
立
ち
釣
竿
を
手
に
す
る
皇
后
を
中

心
に
、
傍
ら
に
武
内
宿
祢
な
ど
男
性
武
者
を
描
く
の
が
一
般

的
で
あ
る
。

　

第
三
は
、
皇
后
に
近
侍
す
る
老
臣
・
武
内
宿
祢
像
が
一
八

世
紀
前
後
に
確
立
す
る
こ
と
で
あ
る
。
な
か
に
は
武
内
が
赤

図１　万治４年（1661）
『女郎花物語』

（早稲田大学図書館所蔵）

図２　宝暦13年（1763）『女今川姫鏡』
「和国名女　神功皇后」

（『往来物大系』86、大空社、1994年）

図３　元禄11年（1698）『絵入太平記』
巻39「神功皇后新羅をせめ給ふ事」

（立命館大学ARC古典籍ポータルデータベース公開）

図４　元禄５年（1692）『新補年代記絵章』
（早稲田大学図書館所蔵）
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子
の
応
神
天
皇
を
抱
く
図
や
そ
の
他
多
く
の
家
臣
を
従
え
る
図
も
み
え
る
。
中

世
か
ら
近
世
前
期
ま
で
は
、
武
内
と
他
家
臣
と
の
容
貌
は
あ
ま
り
区
別
が
な

か
っ
た
。
明
確
な
差
異
化
が
進
む
背
景
に
は
、
明
暦
期
以
降
に
林
家
や
民
間
か

ら
刊
行
さ
れ
た
「
百
将
伝
」（
日
本
史
上
の
名
武
将
百
人
を
選
定
し
絵
入
で
解

説
し
た
も
の
）
の
影
響
も
考
え
ら
れ
、
三
韓
征
伐
や
忍
熊
王
・
麛
坂
王
の
反
乱

鎮
圧
等
で
活
躍
し
た
老
武
者
の
イ
メ
ー
ジ
が
反
映
さ
れ
た
と
推
測
で
き
る
。
や

が
て
神
功
皇
后
と
武
内
宿
祢
を
一
対
で
描
く
Ｉ
「
神
功
・
武
内
」
図
は
、
近
世

後
期
に
か
け
て
量
産
さ
れ
て
い
く
。

　

こ
れ
ら
の
他
に
も
、
Ａ
安
曇
磯
良
が
皇
后
に
宝
珠
を
献
上
す
る
場
面
（
中
世

に
創
作
さ
れ
た
逸
話
）
や
、
Ｃ
「
髪
占
い
」
を
行
う
場
面
（『
書
紀
』
に
み
え

る
逸
話
）
な
ど
の
図
像
も
数
点
確
認
で
き
た
が
、
右
の
五
類
型
を
近
世
に
お
け

る
典
型
と
み
て
良
い
だ
ろ
う
。

　

書
物
文
化
の
展
開
の
な
か
で
、
神
功
皇
后
像
に
は
中
世
作
品
に
お
け
る
伝
統

的
な
表
現
・
素
材
を
継
承
・
発
展
さ
せ
た
も
の
と
、
新
た
に
図
像
化
さ
れ
た
も

の
と
が
み
ら
れ
た
。
ま
た
皇
后
の
服
飾
は
、
中
世
で
は
戦
闘
・
非
戦
闘
場
面
で

明
確
に
描
き
分
け
ら
れ
て
い
た
が
、
近
世
に
は
場
面
に
関
わ
ら
ず
、
大
鎧
や
武

具
を
身
に
ま
と
う
「
女
武
者
」
像
が
確
立
・
定
着
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

第
三
章
　
近
世
後
期
の
書
物
に
み
る
神
功
皇
后
像

　

前
章
で
あ
げ
た
ジ
ャ
ン
ル
は
近
世
後
期
以
降
も
刊
行
さ
れ
続
け
る
。
本
章
で

は
、
一
八
世
紀
末
頃
か
ら
一
九
世
紀
に
お
い
て
神
功
皇
后
記
事
を
扱
う
特
徴
的

な
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
、
①
名
所
図
会
、
②
歴
史
科
往
来
物
、
③
絵
本
読
本
に
着

目
し
て
検
討
す
る
。

第
一
節
　
名
所
図
会

　

一
八
世
紀
後
半
、
各
地
の
名
所
旧
跡
の
解
説
に
見
開
き
の
挿
絵
を
加
え
た
名

所
図
会
が
登
場
す
る
。
そ
の
始
発
は
秋
里
籬
島
の
『
都
名
所
図
会
』
で
、
以
後

全
国
各
地
の
も
の
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
地
誌
編
纂
ブ
ー
ム
の
中
で
神
功
皇
后

伝
説
は
、
近
江
、
住
吉
、
和
泉
、
播
磨
、
紀
伊
、
長
崎
、
筑
前
と
い
う
西
日
本

地
域
に
登
場
す
る
。

　

文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
刊
行
の
『
播
磨
名
所
巡
覧
図
会
）
51
（

』（
秦
石
田
編
著
、

中
江
藍
江
画
）
に
は
と
り
わ
け
多
い
。
巻
一
収
録
の
「
六
甲
山
」
は
、
皇
后
の

時
代
に
忍
熊
・
麛
坂
両
王
の
反
乱
鎮
圧
後
に
王
子
の
「
甲
首
」
を
埋
め
た
こ
と

が
山
名
の
由
来
で
あ
る
と
い
う
。
巻
二
収
録
の
「
名
所　

上
野
山
祥
福
寺
」
の

境
内
に
は
「
神
功
皇
后
釣
竿
竹
」
が
あ
る
と
い
い
、
近
世
前
期
か
ら
書
物
の
挿

絵
に
多
く
み
ら
れ
た
「
ア
ユ
釣
り
占
い
」
伝
説
が
地
域
社
会
に
受
容
さ
れ
た
事

例
と
し
て
興
味
深
い
。
こ
の
他
に
も
、
巻
一
に
は
「
名
所　

広
田
社
」「
名
所　

御
前
沖
」、
巻
二
で
は
「
事
代
主
神
祠
」
等
に
伝
説
が
み
ら
れ
た
。
ま
た
、
伝

説
と
は
直
接
的
関
係
の
な
い
地
域
の
『
長
崎
名
勝
図
会
）
52
（

』（
近
世
後
期
成
立
）

巻
三
で
も
、
皇
后
が
水
を
飲
ん
だ
と
い
う
「
神
功
井
」、
水
鏡
を
見
た
と
い
う

「
鏡
井
」、
腰
か
け
た
と
い
う
「
皇
后
腰
掛
石
」
を
紹
介
す
る
。

　

名
所
の
歴
史
に
神
功
皇
后
伝
説
が
い
つ
・
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
取
り
込
ま
れ

た
か
、
ま
た
実
際
に
現
地
で
受
容
さ
れ
た
か
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
が
、
近
世
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後
期
に
は
、
伝
説
が
地
域
や
名
所
の
歴
史
的
価
値
を
高
め
る
も
の
と
し
て
広
範

に
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

第
二
節
　
歴
史
科
往
来
物

　

地
域
の
歴
史
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本
の
歴
史
と
し
て
も
伝
説
は
読
み
替
え
ら

れ
て
い
く
。
国
史
上
の
重
要
な
人
物
・
事
件
と
し
て
伝
説
が
解
釈
さ
れ
た
事
例

と
し
て
、
歴
史
科
往
来
物
に
着
目
し
た
い
。
近
世
に
は
往
来
物
と
い
う
手
習
書

が
大
量
に
流
布
し
た
が
、
そ
の
種
類
の
一
つ
に
歴
史
を
題
材
に
し
た
歴
史
科
往

来
物
と
い
う
系
統
が
あ
る
）
53
（

。
こ
の
う
ち
神
功
皇
后
に
関
す
る
記
述
が
最
も
豊
富

な
の
は
、
史
詩
型
と
い
う
事
件
や
人
物
を
結
び
合
わ
せ
る
歴
史
教
科
書
的
な
往

来
物
で
あ
る
。
形
態
に
は
、
三
〜
五
字
の
漢
字
で
一
句
と
す
る
漢
詩
や
、
仮
名

交
じ
り
の
七
五
調
な
ど
、
詩
の
形
で
全
編
を
一
貫
さ
せ
た
も
の
が
あ
り
、
一
八

世
紀
後
期
以
降
徐
々
に
増
加
し
幕
末
維
新
期
に
か
け
て
流
行
し
た
。

　

史
詩
型
の
先
蹤
は
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
に
大
坂
・
書
物
屋
久
蔵
、
田
原

屋
平
兵
か
ら
「
貝
原
益
軒
先
生
遺
稿
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
素
読　

本
朝
千

字
文
）
54
（

』
と
、
同
年
同
板
元
か
ら
出
た
戸
川
後
学
に
よ
る
注
釈
絵
入
版
『
本
朝
千

字
文　

傍
注
）
55
（

』
で
あ
る
。「
千
字
文
」
と
い
う
の
は
漢
詩
四
字
一
句
を
全
二
五

〇
行
、
合
計
千
文
字
で
綴
る
た
め
で
、
素
読
版
の
巻
末
広
告
文
に
よ
る
と
、
両

書
と
も
児
童
の
学
習
目
的
で
作
成
さ
れ
た
。
日
本
開
闢
の
天
神
地
祇
か
ら
始
ま

り
、
神
武
天
皇
以
下
日
本
史
上
の
特
筆
す
べ
き
事
件
や
天
皇
・
皇
族
、
武
士
、

学
者
ら
の
事
績
を
叙
述
し
、
最
後
は
徳
川
泰
平
の
世
へ
の
賛
辞
と
読
者
へ
の
勧

学
で
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。
神
功
皇
后
に
つ
い
て
は
本
文
中
に
、「
息
長
帯

姫　

征
伐
三
韓　

赤
猪
齧
王
」
と
あ
る
。
傍
注
版
に
は
、「
皇
后
み
か
ど
の
志

を
つ
い
で
三
韓
ヲ
せ
い
ば
つ
し
給
ふ
」、「
忍
熊
王
と
麛
坂
王
と
む
ほ
ん
を
お
こ

し
神
功
皇
后
こ
れ
を
う
ち
給
ふ
そ
の
と
き
赤
き
い
の
し
ゝ
出
て
か
ゑ
坂
王
を
か

み
こ
ろ
せ
し
と
な
り
」
と
解
説
が
あ
る
。
仲
哀
の
意
志
を
継
ぎ
三
韓
を
征
伐
し

た
と
い
う
解
釈
は
、
女
訓
書
や
武
者
絵
本
に
み
ら
れ
た
敵
討
と
す
る
読
み
に
近

く
、
ま
た
二
王
の
反
乱
鎮
圧
伝
説
を
採
録
す
る
点
は
、
三
韓
征
伐
以
外
の
伝
説

の
多
様
な
場
面
が
着
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

　

時
期
を
隔
て
た
嘉
永
・
安
政
期
よ
り
、「
千
字
文
」
や
三
字
の
漢
詩
を
並
べ

た
「
三
字
経
」
形
式
の
史
詩
型
が
急
増
す
る
。
序
文
や
巻
末
広
告
で
「
童
蒙
」

の
学
習
目
的
で
作
成
さ
れ
た
と
謳
わ
れ
る
よ
う
に
、
初
学
者
で
も
暗
誦
し
や
す

く
簡
潔
な
文
体
で
綴
ら
れ
て
い
る
。
古
代
で
は
神
武
天
皇
や
日
本
武
尊
、
仁
徳

天
皇
等
と
と
も
に
神
功
皇
后
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）

に
刊
行
さ
れ
た
鷦
鷯
斎
春
水
撰
・
葛
飾
為
斎
画
『
絵
入　

皇
朝
三
字
経
』（
京

都
・
出
雲
寺
文
次
郎
、
大
坂
・
河
内
屋
茂
兵
衛
、
江
戸
・
英
大
助
、
英
文
蔵
）

を
は
じ
め
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）『
皇
国
三
字
史
』
や
同
五
年
『
本
朝
三

字
経
』、『
本
朝
千
字
文
』
の
改
版
の
明
治
初
年
『
皇
朝
千
字
文
』
な
ど
、「
皇
朝
」

「
皇
国
」
の
語
が
タ
イ
ト
ル
に
掲
げ
ら
れ
る
点
は
安
永
期
と
異
な
る
特
徴
で
あ

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
国
学
に
よ
る
「
皇
国
」「
皇
朝
」
と
い
う
語
や
、
幕

府
の
出
版
統
制
の
変
更
を
契
機
と
す
る
尊
王
思
想
の
流
行
を
背
景
に
想
定
で
き

る
）
56
（

。
例
え
ば
、
明
治
初
年
の
『
皇
国
千
字
文
』
と
同
三
年
（
一
八
七
〇
）
の
注

釈
書
『
皇
国
千
字
文
解
』
の
編
者
藤
川
忠
猷
は
、
過
激
な
攘
夷
論
主
張
が
原
因

で
高
松
藩
に
幽
閉
さ
れ
た
経
歴
の
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
示
唆
的
で
あ
る
）
57
（

。
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嘉
永
期
以
降
の
史
詩
型
に
み
え
る
特
徴
は
、
神
功
皇
后
時
代
に
つ
い
て
は
他

の
諸
事
件
・
逸
話
が
省
か
れ
、
三
韓
征
伐
に
焦
点
化
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
嘉

永
六
年
『
絵
入　

皇
朝
三
字
経
）
58
（

』
で
は
、
本
文
に
「
征w

新
羅q　

神
功
績　

武

内
臣　

能
謀p
敵
」、
そ
の
頭
書
に
「
十
五
代
神
功
皇
后
新
羅
に
う
ち
入
給
ひ
し

と
き
武
内
の
大
臣
敵
軍
を
う
ち
破
り
し
な
り
」
と
あ
る
。
ま
た
「
三
字
経
」
の

形
態
と
し
て
は
、
安
政
五
年
『
本
朝
三
字
経
）
59
（

』
に
「
若
神
功　

犯
矢
鉾　

征
三

韓　

成
附
庸　

收
貢
物　

討
不
共
」
と
あ
り
、
同
系
統
の
史
詩
型
往
来
に
踏
襲

さ
れ
て
い
く
。

　

国
史
の
系
統
的
叙
述
の
試
み
は
、
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）『
大
日
本
国
開

闢
由
来
記
』
の
よ
う
な
絵
入
歴
史
書
と
も
共
通
す
る
。
第
一
章
で
み
た
年
代
記

は
、
人
物
・
事
件
同
士
の
関
連
付
け
は
な
く
、
単
に
時
系
列
的
な
歴
史
叙
述
で

あ
っ
た
の
に
比
べ
る
と
そ
の
差
異
は
明
瞭
で
あ
る
。
神
功
皇
后
が
歴
史
上
の
重

要
人
物
と
し
て
整
理
さ
れ
る
過
程
で
、
三
韓
征
伐
に
国
史
上
の
意
義
を
み
る
認

識
が
強
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

史
詩
型
以
外
の
歴
史
科
往
来
物
に
は
、
十
返
舎
一
九
に
よ
る
『
神
功
皇
后
三

韓
平
治
往
来
）
60
（

』
が
あ
る
。
こ
れ
は
『
勇
烈
新
田
往
来
』『
楠
三
代
往
来
』
な
ど

歴
史
上
の
名
将
を
題
材
と
す
る
シ
リ
ー
ズ
の
一
つ
と
し
て
、
文
政
八
年
（
一
八

二
五
）
に
江
戸
・
山
口
屋
藤
兵
衛
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
皇
后
と
武
内
の
挿
絵
の

他
に
も
、
頭
書
で
朝
鮮
の
歴
史
や
文
化
を
紹
介
す
る
な
ど
内
容
が
充
実
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
神
功
皇
后
を
主
題
に
し
た
往
来
物
は
こ
れ
以
外
な
く
、
次
節
で

論
じ
る
絵
本
読
本
で
大
々
的
に
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

第
三
節
　
絵
本
読
本

　

近
世
後
期
に
は
、
平
易
な
文
章
と
多
く
の
挿
絵
を
特
徴
と
す
る
、
対
外
戦
争

関
連
の
絵
入
読
本
の
刊
行
が
顕
著
に
な
る
）
61
（

。
絵
本
読
本
と
は
、
そ
れ
ま
で
武
者

絵
本
等
に
散
在
し
て
い
た
武
者
の
表
象
を
統
一
し
た
筋
立
て
に
編
成
、
あ
る
い

は
新
た
に
本
文
か
ら
絵
画
化
し
た
メ
デ
ィ
ア
で
、
神
功
皇
后
伝
説
を
素
材
・
主

題
と
す
る
も
の
も
現
れ
た
。

　

代
表
的
な
作
品
に
、
天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
）
に
大
坂
・
岡
田
屋
茂
兵
衛

か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
神
功
皇
后　

三
韓
退
治
図
会
）
62
（

』
全
五
巻
（
山
月
庵
主
人

著
・
葛
飾
北
斎
画
）
が
あ
る
。
同
作
に
つ
い
て
は
金
時
徳
氏
の
研
究
が
あ
り
、

『
朝
鮮
軍
記
大
全
』
な
ど
朝
鮮
軍
記
物
か
ら
人
物
や
場
面
を
借
り
、
内
容
や
描

写
が
従
来
の
作
品
と
比
較
し
て
各
段
に
豊
富
な
点
や
、
刊
行
の
背
景
と
し
て
天

保
一
二
年
の
朝
鮮
通
信
使
大
坂
易
地
聘
礼
計
画
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
63
（

。

　

日
本
に
侵
攻
し
た
新
羅
人
の
毒
矢
に
当
た
り
、
臨
終
間
際
の
仲
哀
か
ら
仇
討

を
頼
ま
れ
た
皇
后
が
、「
至
尊
の
御
身
も
愛
別
の
涙
は
同
じ
露
時
雨
。
羅
綾
の

袖
に
お
き
か
ね
て
。
涙
と
共
に
曰
ふ
に
は
。
よ
し
や
女
の
身
な
り
と
も
。
緊
要

の
時
は
箭
先
に
立
御
身
代
を
も
つ
と
む
べ
く
」
と
涙
な
が
ら
に
出
兵
を
決
意
す

る
場
面
は
、
女
訓
書
や
武
者
絵
本
に
み
ら
れ
た
仇
討
と
し
て
の
解
釈
を
叙
情
的

に
描
き
か
え
て
お
り
、
よ
り
娯
楽
性
が
強
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
巻
一
で
景
行

天
皇
時
代
に
お
け
る
日
本
武
尊
の
西
征
・
東
征
の
物
語
が
「
征
伐
」
の
前
史
と

し
て
語
ら
れ
て
い
る
点
は
、
第
二
節
の
歴
史
科
往
来
物
で
み
た
系
譜
的
な
歴
史

叙
述
と
相
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
同
書
は
明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）

に
京
都
・
山
田
駸
々
堂
か
ら
、翌
二
〇
年
に
は
東
京
・
村
山
銀
次
郎
か
ら
改
作
・
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復
刻
版
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

　

神
功
皇
后
と
時
代
の
近
い
日
本
武
尊
の
み
な
ら
ず
、
聖
徳
太
子
と
の
関
連
付

け
も
行
わ
れ
た
。
享
和
四
年
（
一
八
〇
四
）
の
若
林
葛
満
『
聖
徳
太
子
伝
図

会
）
64
（

』（
江
戸
・
須
原
屋
茂
兵
衛
ほ
か
四
書
肆
、
京
都
・
出
雲
寺
文
治
郎
、
肥
前

佐
賀
・
紙
屋
惣
兵
衛
、
大
坂
・
榎
並
屋
小
兵
衛
ほ
か
二
書
肆
）
巻
四
で
は
、「
任

那
三
韓
帰
化
来
由
の
事
」
の
項
で
推
古
朝
時
代
に
起
き
た
と
い
う
新
羅
侵
攻
の

先
例
と
し
て
三
韓
征
伐
を
あ
げ
る
。
見
開
き
の
挿
絵
は
名
所
図
会
風
の
鳥
瞰
図

で
、
右
端
に
は
朝
鮮
半
島
に
向
か
う
龍
頭
の
神
功
皇
后
軍
船
が
、
左
側
に
は
新

羅
の
王
朝
府
が
広
々
と
描
か
れ
て
い
る
。

　

幕
末
期
に
異
国
合
戦
物
語
が
立
て
続
け
に
刊
行
さ
れ
る
中
、『
絵
本
朝
鮮
征

伐
記
）
65
（

』
と
い
う
従
前
の
朝
鮮
軍
記
物
と
比
較
し
て
神
功
皇
后
に
一
定
量
の
記
述

を
割
き
挿
絵
を
掲
載
す
る
絵
本
読
本
が
登
場
し
た
。
前
編
は
嘉
永
六
年
（
一
八

五
三
）
に
大
坂
、
名
古
屋
、
江
戸
の
約
一
五
書
肆
か
ら
刊
行
さ
れ
、
編
者
は
水

戸
藩
に
出
仕
し
た
鶴
峯
戊
申
で
あ
る
。
巻
二
の
「
従
日
本
攻
三
韓
初
の
事
」
で

は
、
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
の
先
例
と
し
て
三
韓
征
伐
を
あ
げ
、
挿
絵
に
は
海
戦
に

臨
む
皇
后
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

以
上
、
近
世
後
期
の
書
物
に
お
け
る
神
功
皇
后
記
事
を
み
て
き
た
。
秋
里
籬

島
が
一
八
世
紀
末
に
名
所
図
会
の
成
功
か
ら
実
録
・
軍
記
物
の
図
会
化
と
し
て

『
絵
本
朝
鮮
軍
記
』
を
刊
行
し
た
こ
と
か
ら
、
名
所
図
会
の
延
長
線
上
に
絵
本

読
本
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
）
66
（

、
同
時
代
の
流
行
ジ
ャ
ン
ル
に
記
事
が
み
ら

れ
た
よ
う
に
、
神
功
皇
后
像
は
出
版
界
の
動
向
に
規
定
さ
れ
つ
つ
変
容
し
て
い

た
。
ま
た
、
歴
史
科
往
来
物
の
よ
う
な
庶
民
の
手
習
書
で
国
史
の
系
統
的
叙
述

が
模
索
さ
れ
る
中
、
絵
本
読
本
等
他
ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
も
、
従
来
か
ら
み
ら

れ
た
豊
臣
秀
吉
に
加
え
て
、
日
本
武
尊
や
聖
徳
太
子
、
ひ
い
て
は
薩
摩
藩
に
よ

る
琉
球
侵
略
）
67
（

な
ど
、
他
時
代
の
人
物
・
事
件
と
の
関
連
付
け
が
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
た
。
こ
う
し
た
系
譜
的
な
国
史
叙
述
の
模
索
の
先
に
、
明
治
期
以
降
の
歴

史
叙
述
が
展
望
で
き
よ
う
。

第
四
節
　
近
世
後
期
に
お
け
る
神
功
皇
后
図
像
の
特
徴

　

最
後
に
、
一
八
世
紀
後
半
か
ら
一
九
世
紀
の
神
功
皇
后
像
の
傾
向
と
し
て
以

下
の
三
点
を
指
摘
し
た
い
。

　

第
一
に
、
Ｅ
「
戦
闘
」
図
と
Ｆ
「
三
韓
王
の
降
服
」
図
の
割
合
が
高
ま
る
点

で
あ
る
（
表
２

）。
近
世
後
期
に
は
、
軍
記
物
の
影
響
を
受
け
た
絵
本
読
本
や
、

国
史
上
の
画
期
と
し
て
三
韓
征
伐
を
位
置
づ
け
る
歴
史
書
で
、
戦
況
を
直
接
的

に
表
現
し
た
場
面
が
好
ま
れ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）

の
寺
沢
昌
次
著
『
絵
本
武
勇
大
功
記
』
を
は
じ
め
、
一
九
世
紀
前
後
に
挿
絵
が

豊
富
な
朝
鮮
軍
記
物
が
相
次
い
で
刊
行
さ
れ
た
こ
と
や
、
文
化
露
寇
事
件
を
題

材
に
し
た
『
北
海
異
談
』（
南
豊
亭
栄
助
著
）
で
三
韓
征
伐
と
秀
吉
の
朝
鮮
出

兵
が
論
じ
ら
れ
た
よ
う
に
）
68
（

、
同
時
代
の
対
外
情
勢
へ
の
反
応
が
想
定
で
き
る
。

こ
れ
ら
を
背
景
に
、
異
国
に
勝
つ
軍
記
物
と
し
て
三
韓
征
伐
伝
説
へ
の
需
要
が

高
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
そ
こ
で
の
描
写
は
、
軍
記
物
や
名
所
図
会
、
浮
世
絵
の
影
響
で
よ
り
緻

密
化
・
迫
真
化
す
る
。『
絵
本
朝
鮮
征
伐
記
』
は
、
従
来
の
朝
鮮
軍
記
物
と
比

べ
て
海
戦
の
挿
絵
が
多
く
、
近
世
末
期
の
浮
世
絵
の
影
響
で
戦
闘
を
リ
ア
ル
に
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表
現
す
る
接
近
戦
の
構
図
を
多
用
し
て
お
り
）
69
（

、
神
功
皇
后
の
海

戦
を
描
く
巻
二
「
従
日
本
攻
三
韓
初
の
事
」
の
挿
絵
も
、
接
近

戦
の
構
図
と
緻
密
な
描
写
が
特
徴
で
あ
る
。『
神
功
皇
后　

三

韓
退
治
図
会
』
の
計
二
一
枚
の
挿
絵
の
中
に
は
、
皇
后
が
海
戦

で
宝
珠
を
駆
使
し
て
敵
軍
を
皆
殺
し
に
す
る
場
面
や
（
図
５

）、

虚
偽
の
降
服
を
し
た
新
羅
国
王
を
武
内
宿
祢
が
斬
首
す
る
場
面

な
ど
、
戦
場
の
流
血
が
描
か
れ
る
の
も
、
血
な
ま
ぐ
さ
く
迫
真

的
な
表
現
が
特
徴
的
な
同
時
期
の
出
版
・
絵
画
界
の
傾
向
）
70
（

と
連

動
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

第
二
の
傾
向
は
服
飾
表
現
に
関
わ
り
、
神
功
皇
后
時
代
の
風

俗
を
意
識
し
た
図
像
が
現
れ
る
点
で
あ
る
。『
大
日
本
国
開
闢

由
来
記
』
巻
二
の
図
「
新
羅
王
神
功
皇
后
に
帰
順
奉
し
処
」
に

は
、
ミ
ヅ
ラ
と
い
う
古
代
男
性
の
髪
型
に
唐
風
の
袍
と
袴
を
着

た
皇
后
が
み
え
る
（
図
６

）。
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
に
岩

瀬
涼
仙
（
山
東
京
山
）
が
著
し
た
随
筆
『
歴
世
女
装
考
）
71
（

』
巻
三

の
「
神
代
よ
り
髪
の
風
一
変
し
た
る
こ
と
」
で
神
功
皇
后
の
髪

型
に
つ
い
て
考
証
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
近
世
後
期
に
お
け
る

国
学
の
展
開
や
〈
古
代
〉
考
証
の
流
行
が
背
景
に
考
え
ら
れ
る
。

　

第
三
の
点
も
服
飾
表
現
に
関
す
る
変
化
で
、
男
性
天
皇
装
束

姿
が
現
れ
る
点
で
あ
る
。
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
原
板
の
手

嶋
堵
庵
作
・
下
河
辺
拾
水
画
『
女
訓
姿
見　

女
前
訓
躾
種
）
72
（

』（
大

坂
・
河
内
屋
茂
兵
衛
、
江
戸
・
岡
田
屋
嘉
七
ほ
か
三
書
肆
、
京

図５　天保13年（1842）『神功皇后三韓退治図会』巻三
「皇后二珠を西洋に投して韓軍を鏖す」（早稲田大学図書館）

図６　万延元年（1860）『大日本国開闢由来記』巻五
（早稲田大学図書館）

図７　安政６年（1859）『武者かゞみ』
（国立国会図書館デジタルコレクション）
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都
・
吉
野
屋
仁
兵
衛
）
の
巻
頭
絵
「
神
功
皇
后
三
韓
退
治
御
帰
国
之
図
」
で
皇

后
は
、
男
性
公
家
装
束
で
あ
る
袍
と
緋
色
の
長
袴
を
身
に
着
け
て
い
る
）
73
（

。
ま
た

錦
絵
の
歌
川
広
重
画
『
播
州
高
砂　

尾
上
相
生
松
の
由
来
）
74
（

』
や
、
歌
川
芳
虎
画

『
武
者
か
ゞ
み
』（
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）、
山
庄
板
）
で
皇
后
は
、
日
輪
の

飾
り
付
き
の
宝
冠
を
被
り
、
龍
・
雉
・
虎
や
日
形
の
模
様
の
袍
に
平
緒
を
垂
ら

し
、
緋
色
の
長
袴
を
着
て
い
る
（
図
７

）。
実
際
、
近
世
の
天
皇
即
位
式
で
着

用
さ
れ
た
礼
服
に
は
類
似
の
刺
繍
が
施
さ
れ
、
冕
冠
に
は
日
輪
や
玉
の
装
飾
が

付
い
て
お
り
）
75
（

、
現
実
の
天
皇
装
束
と
リ
ン
ク
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
百
人
一
首
絵
の
持
統
天
皇
像
が
男
帝
姿
で
描
か
れ

る
現
象
を
指
摘
し
た
、
武
田
佐
知
子
氏
の
研
究
が
参
考
に
な
る
。
百
人
一
首
絵

の
持
統
は
、
鎌
倉
時
代
以
来
は
十
二
単
と
い
う
平
安
時
代
の
風
俗
で
あ
っ
た
が
、

近
世
中
期
以
降
に
は
冕
冠
や
「
黄
櫨
染
御
袍
」
を
着
た
男
帝
装
束
で
描
か
れ
る

と
い
う
）
76
（

。
こ
れ
は
神
功
皇
后
や
持
統
天
皇
に
と
ど
ま
ら
ず
、
皇
極
天
皇
像
）
77
（

や
、

『
百
人
女
郎
品
定
）
78
（

』・『
女
教
文
海
智
恵
袋
）
79
（

』
の
女
帝
像
に
も
あ
て
は
ま
り
、
男

帝
装
束
を
身
に
着
け
る
も
の
と
し
て
の
女
帝
（
ま
た
は
そ
れ
に
準
じ
る
女
性
統

治
者
）
像
が
あ
る
程
度
共
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
御
簾
を
用
い
る
こ
と
で
身
体
を
直
接
描
か
な
い
神
功
皇
后
表
現
が

『
百
人
一
首
）
80
（

』（
近
世
後
期
成
立
）
の
付
録
「
本
朝
賢
女
伝
」
や
『
女
教
文
海
智

恵
袋
』
付
録
「
本
朝
名
女
伝
」
の
挿
絵
に
み
え
る
。
百
人
一
首
絵
の
天
皇
表
現

に
は
、
直
衣
の
下
に
緋
色
の
長
袴
を
履
く
「
御
引
直
衣
」
と
い
う
天
皇
特
有
の

着
付
け
や
、
几
帳
・
御
簾
や
繧
繝
縁
の
畳
を
使
い
天
皇
の
身
体
を
描
か
ず
に
そ

の
存
在
を
強
調
す
る
方
法
が
あ
る
が
）
81
（

、
こ
れ
ら
の
指
標
は
ま
さ
に
、
以
上
み
て

き
た
神
功
皇
后
表
現
と
重
な
る
。
近
世
の
年
代
記
に
「
人
皇
十
五
代
」
と
し
て

定
着
し
た
神
功
皇
后
は
、
近
世
後
期
に
は
絵
画
表
現
に
お
い
て
「
天
皇
」「
女

帝
」
と
し
て
現
れ
る
の
で
あ
る
。

　

水
戸
藩
彰
考
館
の
『
大
日
本
史
』
が
、
神
功
皇
后
を
歴
代
天
皇
紀
か
ら
除
外

し
て
以
降
、
思
想
家
や
知
識
人
で
は
そ
れ
に
賛
同
す
る
見
解
が
支
配
的
に
な
る

と
い
わ
れ
る
）
82
（

。
と
こ
ろ
が
一
方
で
、
右
で
み
た
庶
民
の
書
物
や
錦
絵
に
は
天
皇

装
束
の
神
功
皇
后
像
が
登
場
し
て
い
た
。
ま
た
、
公
家
鑑
と
い
う
近
世
前
期
か

ら
民
間
で
刊
行
さ
れ
た
、
朝
廷
人
事
の
人
名
鑑
に
も
興
味
深
い
傾
向
が
現
れ
る

（
表
１

参
照
）。
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
の
『
万
代
雲
上
明
覧
）
83
（

』（
香
菓
園
、

河
南
四
郎
衛
）
の
頭
書
の
年
代
記
に
「
十
五
代
神
功
天
皇
」
が
現
れ
て
以
降
、

天
保
八
年
〜
万
延
元
年
（
一
八
三
七
〜
六
〇
）
に
毎
年
刊
行
さ
れ
た
『
雲
上
明

覧
大
全
）
84
（

』
の
年
代
記
に
は
「
十
五
代
神
功
皇
后
」、
慶
応
三
年
増
補
改
正
版
『
雲

上
便
覧
大
全
）
85
（

』
の
付
録
「
帝
陵
略
記
」
に
は
「
十
五
代　

女
帝
始
メ　

神
功
皇

后
」
と
み
え
る
。思
想
家
の
傾
向
と
は
反
比
例
す
る
か
の
よ
う
に
、民
間
メ
デ
ィ

ア
で
は
神
功
皇
后
を
「
天
皇
」
も
し
く
は
そ
れ
と
同
然
に
扱
う
傾
向
が
強
ま
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
書
物
の
中
の
近
世
神
功
皇
后
像
の
特
徴
・
類
型
と
そ
の
変
遷
を

明
ら
か
に
し
て
き
た
。
書
物
・
出
版
文
化
が
発
展
す
る
過
程
で
、
節
用
集
や
年

代
記
、
女
訓
書
、
武
者
絵
本
に
始
ま
り
、
名
所
図
会
や
往
来
物
、
絵
本
読
本
と
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い
っ
た
、
各
時
代
を
代
表
す
る
ジ
ャ
ン
ル
で
伝
説
は
表
現
さ
れ
、
読
み
替
え
ら

れ
て
い
た
。
従
来
の
研
究
で
は
、「
朝
鮮
蔑
視
」
的
神
話
と
し
て
受
容
さ
れ
た

と
表
層
的
・
単
線
的
に
評
価
さ
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
が
、
書
物
に
お
け
る
神
功

皇
后
像
は
、
時
代
に
特
有
の
ジ
ャ
ン
ル
や
出
版
界
の
傾
向
、
社
会
・
文
化
の
あ

り
方
に
規
定
さ
れ
な
が
ら
形
成
さ
れ
、
段
階
的
に
変
化
し
て
い
た
こ
と
を
強
調

し
た
い
。

　

さ
て
、
近
代
に
な
る
と
神
功
皇
后
は
、
例
え
ば
明
治
期
の
女
権
拡
張
運
動
で

は
男
女
同
権
の
歴
史
的
根
拠
と
さ
れ
る
一
方
で
）
86
（

、
明
治
政
府
に
よ
る
国
歌
の
作

成
過
程
で
は
、「
男
に
ま
さ
る
」
存
在
が
や
が
て
問
題
視
さ
れ
政
治
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
浮
上
と
後
退
を
経
験
し
た
よ
う
に
）
87
（

、
新
た
な
展
開
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。

註

（
1
）　

長
志
珠
絵
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
ン
ボ
ル
論
」『
岩
波
講
座　

近
代
日
本
の
文
化
史　

三
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
等
。

（
2
）　

塚
本
明
「
神
功
皇
后
伝
説
と
近
世
日
本
の
朝
鮮
観
」（『
史
林
』
七
九
‐
六
、
一
九
九

六
年
）、
金
光
哲
『
中
近
世
に
お
け
る
朝
鮮
観
の
創
出
』（
校
倉
書
房
、
一
九
九
九
年
）、

高
寛
敏
「
神
功
皇
后
物
語
の
形
成
と
展
開
」（『
東
ア
ジ
ア
研
究
』
三
八
、
二
〇
〇
三
年
）

等
。

（
3
）　

永
瀬
康
博
「
神
功
皇
后
伝
説
の
近
世
的
展
開
」（
御
影
史
学
研
究
会
編
『
民
俗
の
歴

史
的
世
界
』
岩
田
書
院
、
一
九
九
六
年
）、
久
世
奈
欧
「
近
世
〜
近
代
初
頭
に
お
け
る

神
功
皇
后
伝
承
」（『
史
林
』
九
八
、
二
〇
一
五
年
）
等
。

（
4
）　

佐
伯
真
一
「
神
功
皇
后
伝
説
の
屈
折
点
」
同
『
軍
記
物
語
と
合
戦
の
心
性
』
文
学
通

信
、
二
〇
二
一
年
、
初
出
二
〇
一
八
年
。

（
5
）　

メ
ラ
ニ
ー
・
ト
レ
ー
デ
「
近
代
国
家
の
象
徴
と
し
て
の
古
代
女
神
」（『
鹿
島
美
術
財

団
年
報
』
二
三
、
二
〇
〇
五
年
）、
村
山
隆
拓
「
大
日
本
帝
國
政
府
企
業
公
債
イ
メ
ー
ジ
」

（『
武
蔵
文
化
諭
叢
』
七
、
二
〇
〇
七
年
）
等
。

（
6
）　

鍛
治
宏
介
「
江
戸
時
代
教
養
文
化
の
な
か
の
天
皇
・
公
家
像
」『
日
本
史
研
究
』
五

七
一
、
二
〇
一
〇
年
。

（
7
）　

位
田
絵
美
『
挿
絵
解
釈
の
研
究
』
和
泉
書
院
、
二
〇
二
〇
年
。

（
8
）　
『
節
用
集
大
系
』
全
一
〇
〇
巻
（
大
空
社
、
一
九
九
三
〜
九
五
年
。
以
下
『
節
大
』

と
略
記
）、
石
川
松
太
郎
監
修
『
往
来
物
大
系
』
全
一
〇
〇
巻
（
大
空
社
、
一
九
九
二

〜
九
四
年
。
以
下
『
往
大
』
と
略
記
）、『
江
戸
時
代
女
性
文
庫
』
全
一
〇
〇
巻
（
大
空

社
、
一
九
九
四
〜
九
八
年
）、
江
森
一
郎
監
修
『
江
戸
時
代
女
性
生
活
絵
図
大
事
典
』

全
九
巻
（
大
空
社
、
一
九
九
三
〜
九
四
年
）、
小
泉
吉
永
改
題
『
江
戸
時
代
庶
民
文
庫
』

全
八
五
巻
（
大
空
社
、
二
〇
一
二
〜
二
〇
年
）、『
日
本
名
所
風
俗
図
会
』
全
一
八
巻
（
角

川
書
店
、
一
九
七
九
〜
八
八
年
）
等
。

（
9
）　

国
立
国
会
図
書
館
、
国
文
学
研
究
資
料
館
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
、
立
命
館
大
学
Ａ

Ｒ
Ｃ
、
東
京
学
芸
大
学
図
書
館
の
各
種
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
用
い
て
調
査
し
た
。

（
10
）　

坂
本
太
郎
他
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
六
七　

日
本
書
紀　

上
』
岩
波
書
店
、
一

九
六
七
年
。

（
11
）　

前
掲
註（
4
）。

（
12
）　

多
田
圭
子
「
中
世
に
お
け
る
神
功
皇
后
像
の
展
開
」『
目
白
国
文
』
三
一
、
一
九
九

三
年
。

（
13
）　

宮
次
男
「
八
幡
大
菩
薩
御
縁
起
と
八
幡
宮
縁
起
」
上
・
中
・
下
・
附
載
一
・
二
、『
美

術
研
究
』
三
三
三
・
三
三
五
・
三
三
六
・
三
三
九
・
三
四
〇
、
一
九
八
五
〜
八
七
年
。

（
14
）　

渡
辺
雄
二
「
九
州
の
八
幡
縁
起
絵
」『
仏
教
芸
術
』
一
八
一
、
一
九
八
八
年
。

（
15
）　

奈
良
国
立
博
物
館
編
『
社
寺
縁
起
伝
』（
一
九
七
五
年
）、『
新
修
日
本
絵
巻
物
全
集　

別
巻
二
』（
角
川
書
店
、
一
九
八
一
年
）、
中
野
幡
能
編
『
八
幡
信
仰
事
典
』（
戎
光
祥

出
版
、
二
〇
〇
二
年
）
等
を
調
査
し
た
。

（
16
）　

鈴
木
彰
「『
八
幡
愚
童
訓
』
の
一
側
面
」
張
龍
妹
・
小
峰
和
明
編
『
ア
ジ
ア
遊
学
二

〇
七　

東
ア
ジ
ア
の
女
性
と
仏
教
と
文
学
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七
年
。

（
17
）　

横
山
重
・
太
田
武
夫
校
訂
『
室
町
時
代
物
語
集
成
』
一
、
大
岡
山
書
店
、
一
九
三
七

年
。
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（
18
）　

中
野
幸
一
編
『
奈
良
絵
本
絵
巻
集
』
九
、
一
九
八
八
年
。

（
19
）　

小
野
尚
志
『
八
幡
愚
童
訓
諸
本
研
究
』
三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
一
年
。

（
20
）　

佐
藤
貴
裕
『
節
用
集
と
近
世
出
版
』
和
泉
書
院
、
二
〇
一
七
年
。

（
21
）　
『
国
立
国
会
図
書
館
岡
田
希
雄
旧
蔵
本　

節
用
集
』
港
の
人
、
二
〇
一
一
年
。

（
22
）　

京
都
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
研
究
室
編
『
節
用
集　

経
亮
本
』
臨
川
書
店
、
一
九

七
四
年
。

（
23
）　
『
節
大
』
一
一
。

（
24
）　
『
節
大
』
二
二
。

（
25
）　

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
。

（
26
）　

同
右
。

（
27
）　
『
節
大
』
三
一
。

（
28
）　

佐
藤
貴
裕
「
早
引
節
用
集
の
流
布
に
つ
い
て
」
国
語
語
彙
史
研
究
会
編
『
国
語
語
彙

史
の
研
究
』
一
一
、
和
泉
書
院
、
一
九
九
〇
年
。

（
29
）　
『
節
大
』
三
四
。

（
30
）　
『
節
大
』
三
六
。

（
31
）　

木
場
貴
俊
「
可
視
化
す
る
日
本
史
」
石
上
阿
希
・
山
田
奨
治
編
『
文
化
・
情
報
の
結

節
点
と
し
て
の
図
像
』
晃
洋
書
房
、
二
〇
二
一
年
。

（
32
）　

早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
。

（
33
）　

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
。

（
34
）　

前
掲
『
江
戸
時
代
女
性
文
庫
』
一
一
。

（
35
）　

金
永
昊
「
神
功
皇
后
の
朝
鮮
半
島
征
伐
譚
」『
東
北
学
院
大
学
教
養
部
論
集
』
一
七
一
、

二
〇
一
五
年
。

（
36
）　
『
節
大
』
三
五
。

（
37
）　
『
往
大
』
九
五
。

（
38
）　
『
往
大
』
八
六
。

（
39
）　
『
往
大
』
九
五
。

（
40
）　

早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
。

（
41
）　

前
掲
『
江
戸
時
代
女
性
生
活
絵
図
大
事
典
』
九
。

（
42
）　
『
往
大
』
三
六
。

（
43
）　

立
命
館
大
学
Ａ
Ｒ
Ｃ
古
典
籍
ポ
ー
タ
ル
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
。

（
44
）　

鈴
木
よ
ね
子
校
訂
『
只
野
真
葛
集
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
四
年
。

（
45
）　

木
村
八
重
子
「
武
者
尽
く
し
考
」『
日
本
の
子
ど
も
の
本
歴
史
展　

図
録
』
一
九
八

六
年
。

（
46
）　

早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
。

（
47
）　

立
命
館
大
学
Ａ
Ｒ
Ｃ
古
典
籍
ポ
ー
タ
ル
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
。

（
48
）　

永
田
生
慈
監
修
『
北
斎
の
絵
手
本
』
二
、
岩
崎
美
術
社
、
一
九
八
六
年
。

（
49
）　

前
掲
『
北
斎
の
絵
手
本
』
五
。

（
50
）　

拙
稿
「
近
世
に
お
け
る
神
功
皇
后
「
ア
ユ
釣
り
占
い
」
伝
説
の
展
開
」『
史
観
』
一

八
六
、
二
〇
二
二
年
。

（
51
）　

前
掲
『
日
本
名
所
風
俗
図
会
』
一
一
。

（
52
）　

前
掲
『
日
本
名
所
風
俗
図
会
』
一
五
。

（
53
）　
『
往
大
』
四
三
、
三
頁
。

（
54
）　

早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
。

（
55
）　
『
往
大
』
四
七
。

（
56
）　

清
水
光
明
「
尊
王
思
想
と
出
版
統
制
・
編
纂
事
業
」『
史
学
雑
誌
』
一
二
九
‐
一
〇
、

二
〇
二
〇
年
。

（
57
）　
『
往
大
』
四
七
、「
皇
国
千
字
文
解
」
の
内
容
解
説
。

（
58
）　
『
往
大
』
四
九
。

（
59
）　

同
右
。

（
60
）　

小
泉
吉
永
・
石
川
松
太
郎
監
修
『
稀
覯
往
来
物
集
成
』
七
、
大
空
社
、
一
九
九
六
年
。

（
61
）　

金
時
徳
『
異
国
征
伐
戦
記
の
世
界
』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
〇
年
。

（
62
）　

早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
。

（
63
）　

金
時
徳
「
近
世
後
期
に
お
け
る
三
韓
軍
記
物
の
展
開
」（
前
掲
註（
61
）所
収
）。

（
64
）　

国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
。

（
65
）　

国
文
学
研
究
資
料
館
新
日
本
古
典
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
。

（
66
）　

井
上
泰
至
「
転
化
し
て
い
く
戦
争
の
イ
メ
ー
ジ
」
井
上
泰
至
・
金
時
徳
『
秀
吉
の
対
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外
戦
争
：
変
容
す
る
語
り
と
イ
メ
ー
ジ
』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
一
年
。

（
67
）　

詳
細
は
、
目
黒
将
史
『
薩
琉
軍
記
論
』
文
学
通
信
、
二
〇
一
九
年
。

（
68
）　

金
時
徳
「
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
事
件
と
『
北
海
異
談
』」
井
上
泰
至
編
『
近
世
日
本
の
歴

史
叙
述
と
対
外
意
識
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六
年
。

（
69
）　

前
掲
註（
66
）。

（
70
）　

金
時
徳
「
壬
辰
戦
争
は
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
た
の
か
」
田
中
優
子
編
『
日
本
人
は
日

本
を
ど
う
み
て
き
た
か
』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
五
年
。

（
71
）　

前
掲
『
江
戸
時
代
女
性
文
庫
』
一
八
。

（
72
）　
『
往
大
』
九
〇
。

（
73
）　

男
性
装
束
に
つ
い
て
は
、
井
筒
雅
風
『
日
本
服
飾
史　

男
性
編
』（
光
村
推
古
書
院
、

二
〇
一
五
年
）
を
参
考
に
し
た
。
以
下
同
じ
。

（
74
）　

立
命
館
大
学
Ａ
Ｒ
Ｃ
浮
世
絵
ポ
ー
タ
ル
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
。

（
75
）　

武
田
佐
知
子
・
津
田
大
輔
著
『
礼
服
』（
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
六
年
）
の
第

十
二
章
「
江
戸
時
代
中
期
以
降
の
礼
服
」。

（
76
）　

武
田
佐
知
子
「
男
装
の
女
帝
」
同
『
衣
服
で
読
み
直
す
日
本
史　

男
装
と
王
権
』
朝

日
新
聞
社
、
一
九
九
八
年
。

（
77
）　

北
尾
雪
坑
斎
画
『
女
小
学
教
草
』
宝
暦
一
三
年
（
一
七
六
三
）、
大
坂
・
敦
賀
屋
九

兵
衛
：
国
文
学
研
究
資
料
館
新
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
。

（
78
）　

西
川
祐
信
画
、
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）、
京
都
・
八
文
字
八
左
衛
門
：
早
稲
田
大

学
図
書
館
所
蔵
。

（
79
）　

長
谷
川
妙
貞
画
、
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）、
大
坂
・
成
井
茂
兵
衛
：
東
京
学
芸
大

学
望
月
文
庫
デ
ジ
タ
ル
資
料
。

（
80
）　

前
掲
『
江
戸
時
代
女
性
生
活
絵
図
大
事
典
』
九
。

（
81
）　

山
本
陽
子
「
百
人
一
首
絵
の
天
皇
表
現
」
同
『
絵
巻
に
お
け
る
神
と
天
皇
の
表
現
』

中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
六
年
。

（
82
）　

吉
井
良
隆
「
近
世
に
お
け
る
神
功
皇
后
観
」
神
功
皇
后
論
文
集
刊
行
会
編
『
神
功
皇

后
』
皇
学
館
大
学
出
版
部
、
一
九
七
二
年
。

（
83
）　

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
。

（
84
）　

深
井
雅
海
・
藤
實
久
美
子
編
『
近
世
公
家
名
鑑
編
年
集
成
』
一
六
〜
二
〇
、
柊
風
社
、

二
〇
一
一
年
。

（
85
）　

同
右
、
二
四
、
二
〇
一
二
年
。

（
86
）　

陣
内
恵
梨
「
神
功
皇
后
図
像
の
再
検
証
│
女
権
拡
張
運
動
と
『
女
学
雑
誌
』
に
お
け

る
「
女
帝
」
の
読
み
替
え
│
」『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
学
』
一
八
、
二
〇
二
二
年
。

（
87
）　

長
志
珠
絵
「
国
歌
と
国
語
」
歴
史
学
研
究
会
編
『
講
座
世
界
史　

四
』
東
京
大
学
出

版
会
、
一
九
九
五
年
。

【
付
記
】　

本
論
文
は
、
第
一
四
四
回
「
書
物
・
出
版
と
社
会
変
容
」
研
究
会
例
会
（
二
〇
二

一
年
七
月
三
日
、
於
オ
ン
ラ
イ
ン
）
で
の
報
告
を
も
と
に
執
筆
し
た
。
例
会
で
は
多

く
の
貴
重
な
ご
意
見
を
賜
っ
た
。
主
催
者
・
参
加
者
の
皆
様
に
こ
の
場
を
借
り
て
お

礼
申
し
上
げ
た
い
。


